
一
〇
八

「
現
実
科
学
」
の
理
念
と
困
難

　
　
　
　
　
ハ
ン
ス
・
フ
ラ
イ
ヤ
ー
の
社
会
学
に
つ
い
て
一

宮
武
実
知
子

一
　
序

　
「
保
守
革
命
」
と
呼
ば
れ
る
思
想
潮
流
が
あ
る
。
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
期
ド
イ
ツ
で
隆
盛
を
極
め
た
こ
の
思
想
の
擁
護
者
た
ち
は
、
非
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

理
主
義
や
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
主
義
の
伝
統
を
継
承
し
つ
つ
、
変
革
志
向
の
強
い
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
主
張
し
た
。
哲
学
者

と
し
て
は
、
し
ば
し
ば
マ
ル
チ
ィ
ソ
・
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
名
が
挙
げ
ら
れ
る
。
社
会
学
で
同
様
の
位
置
に
あ
る
の
が
、
ハ
ン
ス
・
フ
ラ
イ
ヤ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
2
）

（
出
磐
ω
牢
塁
①
同
お
。
。
圃
山
㊤
＄
）
で
あ
る
。
彼
は
、
い
わ
ぽ
「
い
か
が
わ
し
い
」
社
会
学
者
な
の
で
あ
る
。

　
フ
ラ
イ
ヤ
ー
は
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
五
〇
年
代
に
至
る
ま
で
、
ド
イ
ツ
の
保
守
的
教
養
層
の
間
で
広
く
読
ま
れ
た
思
想
家
・
社
会
学
考

で
あ
っ
た
。
単
著
だ
け
で
も
（
死
後
編
集
さ
れ
た
も
の
や
共
同
執
筆
、
編
著
を
除
い
て
）
二
八
偲
も
の
著
作
を
刊
行
す
る
と
い
う
旺
盛
な
執

筆
活
動
を
行
っ
た
。
多
く
は
、
専
門
的
な
学
術
研
究
と
い
う
よ
り
、
華
麗
で
難
解
な
修
辞
を
多
用
し
た
エ
ッ
セ
イ
風
の
省
察
で
あ
っ
た
。
そ

の
た
め
、
戦
後
の
実
証
的
社
会
学
者
か
ら
批
判
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
そ
れ
だ
け
に
当
時
の
　
般
知
識
人
に
と
っ
て
は
独
特
の
魅
力
を
持

っ
て
い
た
。
邦
訳
さ
れ
た
著
作
は
『
現
実
科
学
と
し
て
の
社
会
学
（
ω
o
N
凶
。
一
〇
ひ
q
δ
9
・
δ
妻
圃
葺
一
8
纂
①
一
班
鼠
ω
ω
窪
8
冨
｛
θ
）
』
と
『
社
会
学
入
門

（
田
三
①
一
け
§
m
　
ヨ
　
虫
Φ
　
ω
o
N
圃
。
δ
ひ
q
邑
馳
の
二
冊
の
み
だ
が
、
彼
の
名
を
最
も
有
名
に
し
た
の
は
噸
右
か
ら
の
革
命
（
菊
①
〈
o
一
鼠
§
　
く
§

勾
の
∩
寡
ω
）
』
で
あ
ろ
う
。
出
世
作
と
な
っ
た
初
期
の
時
代
批
判
的
な
著
作
に
加
え
、
戦
後
に
刊
行
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
や
産
業
社
会
批
醤
に



関
す
る
著
作
も
広
範
な
読
者
を
得
た
。
だ
が
、
戦
後
社
会
学
界
に
お
い
て
、
フ
ラ
イ
ヤ
ー
と
い
う
名
に
は
、
古
び
た
歴
史
哲
学
の
遺
物
と
い

う
評
価
と
、
ナ
チ
の
片
棒
を
奮
い
だ
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
の
イ
メ
ー
ジ
が
付
き
ま
と
う
。
戦
後
ま
も
な
く
学
界
へ
復
帰
し
た
後
も
、
そ
の
活
動
は

し
ぼ
し
ば
戦
前
と
の
断
絶
が
指
摘
さ
れ
、
転
向
に
対
す
る
謝
罪
も
反
省
も
な
い
と
批
判
さ
れ
た
。

　
総
じ
て
、
ナ
チ
体
制
下
に
留
ま
っ
た
社
会
学
者
は
今
な
お
軽
蔑
さ
れ
、
そ
の
業
績
に
見
る
べ
き
も
の
は
な
い
と
さ
れ
る
。
一
九
八
○
年
頃

か
ら
ド
イ
ツ
社
会
学
で
は
、
自
己
省
察
現
象
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
、
ワ
イ
マ
ー
ル
期
や
ナ
チ
期
の
社
会
学
界
研
究
が
増
加
し
た
。
例
え
ば
、
一

九
八
一
年
の
『
ケ
ル
ン
社
会
学
及
び
社
会
心
理
学
雑
誌
（
囚
α
『
臼
N
Φ
冨
。
登
簿
｛
母
ω
o
N
凶
。
一
〇
〇
q
δ
再
訂
ω
o
凶
p
督
紹
。
げ
。
一
〇
ひ
q
邑
』
の
特
集
号

『一

繹
齡
ｪ
年
か
ら
一
九
四
五
年
に
お
け
る
ド
イ
ツ
及
び
オ
ー
ス
ト
リ
ア
社
会
学
』
は
、
そ
の
間
の
ド
イ
ツ
社
会
学
の
展
開
を
三
つ
に
分
類

し
て
い
る
。
ま
ず
第
一
次
大
戦
終
結
か
ら
一
九
三
三
年
ま
で
の
ほ
ぼ
十
五
年
間
、
続
く
ナ
チ
統
治
下
の
約
十
年
間
、
そ
し
て
一
九
三
三
年
か

ら
一
九
五
〇
年
代
に
薫
る
亡
命
者
の
社
会
学
で
あ
る
。
こ
の
特
集
で
は
亡
命
者
の
社
会
学
が
最
重
視
さ
れ
て
研
究
が
奨
励
さ
れ
る
一
方
、

コ
九
三
三
年
以
降
の
ナ
チ
統
治
下
ド
イ
ツ
に
お
け
る
社
会
学
は
、
実
際
に
は
体
を
な
さ
ず
、
結
果
に
お
い
て
迷
路
に
迷
い
込
ん
だ
も
の
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

つ
た
」
と
し
て
、
何
の
理
論
的
成
果
も
挙
げ
得
な
か
っ
た
と
す
る
。
し
か
し
、
迷
路
を
さ
ま
よ
う
社
会
学
の
姿
も
、
迷
い
や
矛
盾
を
含
ん
だ

ま
ま
一
つ
の
相
と
し
て
研
究
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
も
ち
ろ
ん
、
フ
ラ
イ
ヤ
ー
を
「
ワ
イ
マ
ー
ル
歴
史
社
会
学
」
の
推
進
者
と
し
て
再
評
価
す
る
試
み
も
あ
る
。
だ
が
、
歴
史
分
析
に
基
盤
を

お
き
、
時
代
診
断
を
目
的
と
し
た
戦
前
の
ド
イ
ツ
社
会
学
は
、
非
実
証
的
で
あ
る
と
批
判
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
西
ド
イ
ツ
の
戦
後
社
会
学

が
ア
メ
リ
カ
社
会
学
に
寄
り
添
う
こ
と
で
研
究
上
の
利
点
を
得
た
の
は
確
か
だ
が
、
固
有
の
哲
学
的
伝
統
を
否
定
す
る
こ
と
で
学
問
の
細
分

化
を
招
き
、
結
果
的
に
自
閉
し
た
と
の
反
省
は
、
お
そ
ら
く
ド
イ
ツ
に
限
っ
た
問
題
で
は
あ
る
ま
い
。

　
フ
ラ
イ
ヤ
ー
は
、
ナ
チ
体
制
協
力
者
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ナ
チ
政
権
下
で
高
い
地
位
に
就
い
て
か
ら
の
彼
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
岡
様
、
次

第
に
不
活
発
な
活
動
し
か
示
さ
な
く
な
っ
た
。
研
究
の
断
絶
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
戦
前
か
ら
晩
年
ま
で
の
一
貫
し
た
主
題
は
、
社
会
国
家
の

中
で
個
人
の
自
由
が
い
か
に
し
て
可
能
か
、
と
い
う
問
い
で
あ
っ
た
。
真
摯
な
轟
々
願
望
と
閉
塞
状
況
か
ら
の
人
間
解
放
が
、
ワ
イ
マ
ー
ル

「
現
実
科
学
」
の
理
念
と
困
難

一
〇
九



哲
学
研
究
　
第
五
百
七
十
二
号

一
一
〇

末
期
と
い
う
混
迷
の
時
代
に
人
気
を
得
た
所
以
で
あ
り
、
魅
力
だ
っ
た
ろ
う
。
フ
ラ
イ
ヤ
ー
の
そ
う
し
た
「
い
か
が
わ
し
さ
賦
を
引
き
受
け

て
内
在
的
に
読
む
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
政
治
的
文
脈
か
ら
の
み
評
価
し
て
ラ
ベ
リ
ン
グ
を
お
こ
な
い
、
葬
り
去
る
だ
け
で
は
不
毛

で
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
彼
の
後
期
の
著
作
に
は
リ
ベ
ラ
ル
な
社
会
国
家
批
判
が
冤
ら
れ
る
が
、
そ
う
し
た
リ
ベ
ラ
ル
な
思
考
と
ナ
チ
の
イ
デ

オ
ロ
ー
グ
と
呼
ば
れ
た
哲
学
的
過
激
主
義
と
が
表
裏
一
体
で
あ
る
こ
と
も
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

二
　
現
実
科
学
へ
の
誘
導

　
二
－
1
　
思
想
的
背
景

　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
V

　
ハ
ン
ス
・
フ
ラ
イ
ヤ
ー
は
、
一
八
八
七
年
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
近
郊
で
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
教
養
市
民
層
の
家
庭
に
生
ま
れ
、
ド
レ
ス
デ
ン

で
伝
統
的
な
人
文
主
義
的
教
育
を
受
け
た
。
し
か
し
、
次
第
に
キ
リ
ス
ト
教
か
ら
離
れ
、
宗
教
に
代
わ
る
価
値
観
を
模
索
し
て
ギ
ム
ナ
ジ
ウ

ム
時
代
か
ら
青
年
運
動
に
傾
倒
す
る
よ
う
に
な
る
。
ル
タ
ー
派
神
学
者
の
道
を
歩
む
べ
く
グ
ラ
イ
フ
ス
ヴ
ァ
ル
ト
大
学
神
学
部
に
入
学
、
後

に
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
へ
移
る
が
、
や
が
て
神
学
を
放
棄
し
て
哲
学
や
歴
史
や
文
学
へ
と
関
心
を
移
す
。
大
学
在
学
中
に
は
、
資
本
主
義
・

市
民
社
会
を
批
判
し
て
総
合
・
全
体
性
を
求
め
る
青
年
団
体
、
ゼ
ラ
ク
ラ
イ
ス
に
積
極
的
に
参
加
し
た
。
こ
う
し
た
既
存
の
教
養
主
義
的
な

学
問
へ
の
不
満
と
世
界
観
へ
の
飢
餓
感
か
ら
青
年
運
動
に
傾
倒
す
る
傾
向
は
、
当
時
、
ド
イ
ツ
の
学
生
の
多
く
に
共
有
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

た
。
フ
ラ
イ
ヤ
ー
も
ま
た
、
青
年
運
動
か
ら
多
大
な
精
神
的
影
響
を
受
け
て
い
た
。

　
一
九
＝
年
、
彼
は
新
ヘ
ー
ゲ
ル
主
義
に
基
づ
く
哲
学
史
の
博
士
論
文
を
執
筆
、
一
九
一
三
年
に
は
ベ
ル
リ
ン
大
学
に
移
り
ゲ
オ
ル
ク
・

ジ
ン
メ
ル
に
師
事
し
て
強
い
影
響
を
受
け
る
。
翌
一
九
一
四
年
に
第
一
次
大
戦
が
勃
発
す
る
や
直
ち
に
志
願
し
て
従
軍
し
、
ほ
ぼ
四
年
間
を

西
部
戦
線
で
過
ご
し
た
。
董
壕
の
中
で
書
い
た
著
作
が
終
戦
の
年
に
発
表
さ
れ
、
彼
は
岡
世
代
の
代
弁
者
と
し
て
一
躍
そ
の
名
を
馳
せ
る
こ

と
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
少
年
・
青
年
期
を
過
ご
し
た
第
二
帝
政
期
の
社
会
に
対
す
る
疎
外
感
か
ら
青
年
運
動
に
関
与
し
、
や
が
て
戦
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

の
仲
間
意
識
に
理
想
の
共
同
体
を
見
い
だ
す
傾
向
は
、
当
時
の
典
型
約
な
知
識
人
の
知
的
履
歴
で
あ
る
。



　
一
九
一
九
年
、
帰
還
し
た
フ
ラ
イ
ヤ
ー
は
教
授
資
格
請
求
論
文
を
執
筆
し
、
一
九
二
二
年
に
キ
ー
ル
大
学
の
哲
学
の
私
講
師
に
就
任
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

九
二
五
年
に
は
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
に
設
立
さ
れ
た
社
会
学
講
座
の
教
授
と
し
て
招
か
れ
た
。
こ
の
頃
か
ら
彼
の
著
作
と
評
判
は
次
第
に
政

治
的
色
彩
を
お
び
て
ゆ
く
。
例
え
ば
、
一
九
二
五
年
に
発
表
さ
れ
た
『
国
家
θ
臼
ω
β
讐
）
』
に
は
、
「
技
術
」
「
民
族
」
「
指
導
者
」
「
帝

国
」
と
い
っ
た
、
そ
の
後
の
ナ
チ
党
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
同
じ
用
語
が
頻
出
し
て
お
り
、
年
長
世
代
の
反
感
と
若
い
世
代
の
共
感
と
を
集
め
る
。

さ
ら
に
、
一
九
二
九
年
に
『
現
実
科
学
と
し
て
の
社
会
学
』
、
一
九
三
一
年
に
は
『
社
会
学
入
門
』
と
『
右
か
ら
の
革
命
』
、
と
代
衰
作
を
相

次
い
で
発
表
し
た
。
こ
れ
ら
の
著
作
に
よ
っ
て
、
彼
は
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
間
、
そ
し
て
左
右
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
間
の
微

妙
な
位
置
に
つ
く
。
こ
の
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
ゆ
え
、
一
九
三
三
年
の
ナ
チ
政
権
成
立
直
後
、
彼
は
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
の
文
化
史
・
世
界
史

　
（
9
）

研
究
所
所
長
と
ド
イ
ツ
社
会
学
会
会
長
に
就
任
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
社
会
学
会
会
長
へ
の
推
挙
は
、
フ
ラ
イ
ヤ
ー
自
身
、
親
ナ
チ
派

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

と
反
ナ
チ
派
の
争
い
に
よ
る
学
会
の
分
裂
を
圓
避
す
る
た
め
の
妥
協
案
と
受
け
止
め
て
い
た
と
い
う
。

　
二
－
2
　
現
実
科
学
と
し
て
の
社
会
学
入
門

　
フ
ラ
イ
ヤ
ー
の
社
会
学
上
の
主
著
『
現
実
科
学
と
し
て
の
社
会
学
』
と
、
こ
れ
に
基
づ
く
『
社
会
学
入
門
』
は
よ
く
似
た
内
容
を
も
つ
。

こ
れ
ら
は
社
会
学
と
い
う
学
問
へ
の
入
門
書
な
が
ら
、
『
右
か
ら
の
革
命
』
で
表
さ
れ
る
現
実
社
会
へ
の
危
機
意
識
を
基
礎
づ
け
る
社
会
発

展
観
が
考
察
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
併
せ
て
検
討
し
た
い
。

　
「
社
会
学
は
、
危
機
的
時
期
と
し
て
感
ぜ
ら
れ
た
市
民
社
会
の
科
学
的
自
覚
と
し
て
成
立
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
社
会
学
は
最
初
か
ら
現
在
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

学
（
O
Φ
α
q
窪
≦
霞
房
三
ω
ω
Φ
房
。
ゲ
鋤
暁
け
）
と
し
て
発
生
し
た
」
と
、
フ
ラ
イ
ヤ
ー
は
社
会
学
を
定
義
す
る
。
哲
学
者
と
し
て
出
発
し
た
彼
は
、
神

学
や
哲
学
と
は
異
な
り
、
社
会
学
は
危
機
の
時
代
に
対
応
で
き
る
学
問
だ
と
考
え
て
い
た
。
そ
う
し
た
ワ
イ
マ
ー
ル
末
期
の
ド
イ
ツ
社
会
学

に
あ
っ
て
、
『
現
実
科
学
と
し
て
の
社
会
学
』
は
、
そ
の
問
題
意
識
に
お
い
て
も
時
代
認
識
の
う
え
で
も
、
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。「

現
実
科
学
」
の
理
念
と
困
難
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菖
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二
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一
　
二

　
フ
ラ
イ
ヤ
ー
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
分
類
に
従
っ
て
、
科
学
を
「
ロ
ゴ
ス
科
学
扁
と
「
エ
ト
ス
科
学
扁
に
二
分
類
す
る
。
ロ
ゴ
ス
科
学
と
は
、

対
象
を
意
味
連
関
の
体
系
と
し
て
構
築
す
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
エ
ト
ス
科
学
は
、
有
意
味
的
な
人
間
の
現
実
を
対
象
に
持
つ
。
そ
し
て
、
社

会
学
は
、
歴
史
的
に
絶
え
ず
生
成
し
つ
つ
あ
る
現
実
と
し
て
の
社
会
形
象
を
対
象
と
す
る
限
り
、
エ
ト
ス
科
学
で
あ
り
現
実
科
学
で
あ
る
と

さ
れ
る
。
こ
こ
で
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
く
る
の
は
、
エ
ト
ス
科
学
と
し
て
の
社
会
学
が
こ
う
し
た
性
格
を
付
与
さ
れ
る
と
き
、
そ
こ
に
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

れ
て
く
る
実
践
的
な
側
面
で
あ
ろ
う
。

　
二
－
3
　
階
級
社
会
の
将
来
像

　
ま
ず
、
フ
ラ
イ
ヤ
ー
の
現
実
認
識
と
し
て
の
社
会
構
造
概
念
を
見
て
お
こ
う
。
彼
は
、
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
・
テ
ン
ニ
ー
ス
に
よ
る
ゲ
マ

イ
ン
シ
ャ
フ
ト
と
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
二
分
類
を
発
展
さ
せ
、
前
者
に
支
配
の
原
理
が
入
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
後
者
へ
の
移
行
が
成
立
す

る
と
し
た
。
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
と
は
、
集
団
内
部
に
支
配
関
係
の
存
在
し
な
い
歴
史
的
時
期
と
さ
れ
る
。
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
は
さ
ら
に
、

「
身
分
社
会
（
ω
鐘
a
①
α
q
①
ω
亀
ω
o
冨
ε
」
と
「
階
級
社
会
（
室
器
ω
Φ
蹟
Φ
ω
Φ
誇
0
7
無
げ
ご
に
区
分
さ
れ
る
。
彼
の
理
論
の
独
自
性
は
、
そ
れ
ら

の
構
造
自
体
を
「
段
階
（
ω
讐
鴎
Φ
路
）
」
で
あ
る
と
同
時
に
「
成
層
（
ω
〇
三
〇
寡
2
）
」
と
し
て
も
捉
え
る
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
時
間
的
に
経

過
し
て
し
ま
う
歴
史
的
な
発
展
段
階
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
う
し
た
段
階
が
層
と
し
て
重
な
り
、
永
久
的
に
社
会
の
基
礎
構
造
を
な
し
て
ゆ

く
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
V

　
そ
れ
ゆ
え
、
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
は
そ
の
構
造
の
基
礎
に
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
を
持
ち
う
る
が
、
そ
の
例
が
「
フ
ォ
ル
ク
扁
で
あ
る
。
こ
の

近
代
的
な
フ
ォ
ル
ク
は
、
言
語
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
で
あ
り
、
政
治
的
運
命
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
で
あ
り
、
血
縁
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

る
と
い
う
よ
う
に
、
多
義
的
な
性
格
を
付
与
さ
れ
る
。
こ
こ
で
彼
が
「
本
来
の
意
味
に
お
け
る
層
」
と
し
て
フ
ォ
ル
ク
を
取
り
上
げ
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
の
成
層
を
社
会
構
造
の
基
礎
に
お
い
た
こ
と
は
、
彼
の
歴
史
主
義
の
破
綻
で
あ
り
論
理
的
な
矛
盾
と
見
る
考
え
方
も
あ

る
。
だ
が
む
し
ろ
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
社
会
構
造
概
念
に
よ
っ
て
、
彼
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
…
的
立
場
の
保
守
的
性
格
が
強
化
さ
れ
、
理
論
と



実
践
的
意
図
と
が
結
び
つ
く
こ
と
で
あ
る
。
「
社
会
学
の
対
象
は
歴
史
的
意
欲
で
あ
る
。
社
会
的
現
実
は
そ
れ
が
志
向
さ
れ
る
瞬
問
に
お
い

て
、
実
践
と
な
る
」
［
円
ω
…
置
。
。
（
一
九
八
頁
）
］
な
ら
ば
、
変
革
に
向
け
た
実
践
的
意
志
と
社
会
学
理
論
と
の
間
の
距
離
は
、
否
応
な
く
接

近
す
る
の
で
あ
る
。

　
フ
ラ
イ
ヤ
ー
は
、
社
会
学
の
対
象
と
し
て
の
現
代
を
、
「
過
渡
期
お
よ
び
急
迫
し
た
決
断
の
時
代
と
し
て
観
察
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」

冒
ω
”
一
お
（
　
九
〇
頁
）
］
と
考
え
る
。
そ
う
し
た
社
会
が
発
展
す
る
方
向
と
将
来
像
を
、
彼
は
ど
の
よ
う
に
描
い
た
の
か
。

　
彼
は
、
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
か
ら
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
（
さ
ら
に
身
分
社
会
か
ら
階
級
社
会
へ
）
と
い
う
発
展
に
続
く
第
三
段
階
、
つ
ま
り

階
級
社
会
を
克
服
し
て
次
に
出
現
す
べ
き
社
会
像
と
し
て
、
三
つ
の
可
能
性
を
描
い
た
。
ま
ず
第
一
に
、
マ
ル
ク
ス
的
な
階
級
社
会
の
解
決

で
あ
る
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
革
命
に
よ
っ
て
政
治
は
「
無
産
階
級
の
独
裁
」
と
い
う
形
式
を
取
り
、
搾
取
の
な
い
「
国
家
」
は
無
用
の

存
在
と
な
っ
て
死
滅
し
、
新
し
い
型
の
社
会
秩
序
「
共
同
態
（
（
｝
Φ
【
P
Φ
一
口
♂
〈
Φ
ω
Φ
置
）
」
が
現
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
第
二
の
解
決
策
は
、

マ
ル
ク
ス
主
義
の
よ
う
な
国
際
的
規
模
で
は
な
く
、
「
フ
ォ
ル
ク
偏
あ
る
い
は
非
階
級
的
な
社
会
発
展
を
前
提
と
し
、
市
民
社
会
と
い
う
領

域
の
内
在
的
過
程
と
し
て
見
出
さ
れ
る
と
す
る
。
こ
こ
に
は
、
修
正
社
会
主
義
や
保
守
的
有
機
的
な
フ
ォ
ル
ク
概
念
、
成
熟
し
た
産
業
社
会

の
自
由
主
義
理
論
な
ど
と
い
っ
た
多
様
な
形
式
が
含
ま
れ
る
。
そ
し
て
、
第
三
の
解
決
と
し
て
、
「
精
確
な
意
味
に
お
け
る
国
家
社
会
主
義

的
（
ω
＄
讐
ω
ω
o
N
凶
巴
一
ω
欝
9
Φ
）
類
型
の
解
決
」
［
ω
≦
』
⑩
ド
（
三
四
九
頁
）
］
が
挙
げ
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
こ
で
の
国
家
社
会
主
義
と
は
、
い

わ
ゆ
る
ナ
チ
ズ
ム
、
国
民
社
会
主
義
（
Z
餌
け
一
〇
コ
Q
一
ω
O
N
一
号
罵
ω
コ
P
償
ω
）
で
は
な
く
、
哲
学
的
に
は
ヘ
ー
ゲ
ル
や
フ
ィ
ヒ
テ
や
シ
ェ
リ
ン
グ
に
結
び

つ
く
多
様
な
政
治
思
想
を
含
む
。
そ
こ
で
は
、
階
級
対
立
に
よ
っ
て
崩
壊
し
つ
つ
あ
る
市
民
社
会
に
新
し
い
構
造
を
も
た
ら
す
勢
力
と
し
て

国
家
を
捉
え
、
国
家
を
こ
の
新
し
い
構
造
自
体
の
原
理
と
し
て
考
え
る
。
資
本
主
義
的
階
級
社
会
の
矛
盾
は
、
経
済
の
外
に
あ
っ
て
社
会
を

超
え
た
国
家
の
力
を
必
要
と
す
る
た
め
、
解
放
さ
れ
純
化
さ
れ
た
国
家
の
政
治
活
動
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
ね
ぽ
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

　
注
目
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
三
つ
の
解
決
方
法
に
内
在
す
る
共
通
内
容
は
、
そ
れ
ぞ
れ
階
級
社
会
の
否
定
の
み
な
ら
ず
、
支
配
な
き
労
働
の

「
現
実
科
学
扁
の
理
念
と
困
難

＝
三
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一
四

世
界
を
志
向
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
彼
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
と
、
保
守
主
義
的
特
徴
を
持
つ
国
家
社
会
主
義
な
い
し
有
機
体
論

的
フ
ォ
ル
ク
概
念
と
の
間
に
明
ら
か
な
政
治
的
対
立
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
る
社
会
構
造
を
目
指
す
と
認
め
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
三

つ
の
解
決
方
法
の
共
通
点
と
し
て
彼
が
描
く
の
は
、
以
下
の
よ
う
な
、
一
見
す
れ
ぽ
社
会
主
義
的
と
見
え
る
社
会
像
な
の
で
あ
る
。

　
　
新
し
い
社
会
状
態
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
よ
う
に
、
階
級
な
る
現
象
を
も
は
や
そ
の
主
要
な
形
成
原
理
と
し
て
は
含
ま
な
い
だ
ろ
う
。

　
　
そ
れ
は
正
確
な
語
義
に
お
い
て
、
支
配
な
き
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。
…
…
合
理
的
に
形
成
さ
れ
た
労
働
の
世
界
が
志
向
さ
れ
る
。
そ
こ

　
　
で
は
、
小
規
模
に
は
岡
等
の
権
利
を
持
つ
成
員
の
分
業
的
集
団
が
存
在
し
、
そ
の
図
式
が
大
規
模
に
繰
り
返
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
全
て

　
　
を
処
理
し
得
る
力
が
そ
れ
ら
に
適
合
す
る
仕
事
を
指
定
し
、
し
か
も
実
質
的
に
必
要
な
権
利
以
上
を
占
有
す
る
者
が
な
い
。
全
て
の
働

　
　
く
者
は
全
体
に
奉
仕
し
、
全
て
の
指
導
的
地
位
は
そ
の
支
配
性
格
を
最
小
限
に
ま
で
剥
奪
さ
れ
る
。
例
え
ば
こ
れ
が
、
具
体
的
に
成
就

　
　
さ
れ
た
場
合
の
理
想
主
義
的
な
「
自
由
の
国
（
園
Φ
一
〇
7
匹
㊦
村
司
憎
①
一
ぴ
Φ
一
け
V
」
で
あ
ろ
う
門
ω
芝
”
卜
。
逡
ふ
（
三
五
三
頁
）
］
。

　
こ
う
し
た
支
配
な
き
労
働
の
世
界
を
階
級
社
会
の
将
来
に
兇
る
フ
ラ
イ
ヤ
ー
の
口
調
に
は
、
新
た
な
社
会
秩
序
へ
の
期
待
が
表
れ
る
。
こ

う
し
た
理
想
自
体
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
に
も
ナ
チ
ズ
ム
に
も
適
用
で
き
る
性
質
を
持
つ
と
言
え
よ
う
。

　
だ
が
、
ど
の
解
決
策
が
階
級
社
会
を
超
え
て
新
た
な
秩
序
を
形
成
す
る
に
相
応
し
い
か
、
フ
ラ
イ
ヤ
ー
は
こ
こ
で
は
自
分
自
身
の
考
え
を

明
確
に
せ
ず
、
注
意
深
く
態
度
を
保
留
す
る
。
そ
し
て
、
『
社
会
学
入
門
』
の
最
後
の
問
い
、
「
い
か
な
る
新
し
い
歴
史
力
が
現
代
の
産
業
社

会
に
成
長
す
る
か
。
こ
の
よ
う
な
社
会
秩
序
を
変
革
す
る
に
は
、
い
か
な
る
意
志
が
歴
史
的
に
妥
当
で
あ
る
か
」
葛
ω
二
お
（
一
九
九
頁
）
］

に
対
す
る
彼
な
り
の
解
答
と
し
て
、
『
右
か
ら
の
革
命
』
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三
　
新
し
い
革
命

三
－
1
　
変
革
へ
の
意
志

一
九
三
一
年
の
夏
に
刊
行
さ
れ
、

フ
ラ
イ
ヤ
ー
の
名
を
世
に
知
ら
し
め
た
『
右
か
ら
の
革
命
』
は
、
学
術
的
と
言
う
よ
り
は
政
治
的
な
印



象
を
与
え
る
。
前
年
の
『
現
実
科
学
と
し
て
の
社
会
学
』
で
は
党
派
的
関
与
と
社
会
分
析
と
の
密
接
な
関
係
を
強
調
し
た
も
の
の
、
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
と
社
会
科
学
と
の
問
に
ご
く
細
い
線
を
描
い
た
だ
け
だ
っ
た
。
だ
が
、
『
右
か
ら
の
革
命
』
に
よ
っ
て
フ
ラ
イ
ヤ
ー
は
、
レ
ト
リ
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

ル
な
装
い
に
隠
れ
て
、
は
っ
き
り
と
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
大
学
人
か
ら
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
へ
の
跳
躍
を
果
た
し
た
と
さ
れ
る
。
彼
は
、
社

会
に
対
し
て
国
家
を
、
経
済
に
対
し
て
政
治
を
対
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ
後
者
に
最
高
の
叡
智
と
決
断
を
求
め
た
。
そ
し
て
そ
こ
に
フ
ォ
ル
ク
を

主
体
と
す
る
革
命
の
使
命
と
意
義
を
見
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
階
級
対
立
に
覆
わ
れ
た
産
業
社
会
の
克
服
の
た
め
に
、
「
フ
ォ
ル
ク
」
に
よ
っ
て
国
家
が
階
級
社
会
へ
転
化
す
る
こ
と
を
阻
止
し
、
真
の

国
家
を
解
放
し
よ
う
と
す
る
発
想
自
体
は
、
一
九
世
紀
ド
イ
ツ
の
保
守
的
な
思
想
的
伝
統
に
則
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
階
級
社
会
か
ら
の
フ

ォ
ル
ク
の
生
成
を
社
会
学
的
に
問
題
化
し
た
点
で
は
ロ
レ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
タ
イ
ン
の
国
家
社
会
主
義
的
な
要
請
に
沿
う
と
同
時
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

ヘ
ー
ゲ
ル
の
国
家
観
に
深
く
根
ざ
し
て
い
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
青
年
運
動
や
第
一
次
大
戦
へ
の
従
軍
に
よ
っ
て
、
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ

フ
ト
的
環
境
で
の
感
情
的
充
足
と
指
導
者
へ
の
献
身
を
体
験
し
、
内
的
本
質
か
ら
形
成
さ
れ
る
新
し
い
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
を
政
治
的
目
標

に
設
定
す
る
に
至
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
当
時
の
政
治
的
・
経
済
的
混
乱
が
背
景
を
形
成
し
た
。
議
会
政
治
は
不
安
定
で
、
一
九
一
九
年
頃
シ
ャ
イ
デ
マ
ン
連
合
内
閣
か

ら
始
ま
り
一
九
三
〇
年
の
第
二
次
ミ
ュ
ー
ラ
ー
大
連
合
内
閣
へ
と
至
る
十
一
年
間
に
、
十
五
も
の
内
閣
が
生
ま
れ
な
が
ら
、
最
長
で
十
五
ヶ

月
し
か
存
続
し
な
か
っ
た
。
旧
党
た
り
と
も
単
独
過
半
数
を
も
っ
て
組
閣
で
き
た
政
党
は
存
在
せ
ず
、
各
党
派
は
離
合
集
散
を
繰
り
返
し
た
。

政
治
の
混
迷
は
、
思
想
的
な
混
迷
を
反
映
し
て
い
た
。
複
数
の
世
界
観
が
乱
立
・
抗
争
を
繰
り
広
げ
て
、
ど
れ
一
つ
と
し
て
決
定
的
優
位
を

保
ち
得
な
か
っ
た
。
経
済
成
長
は
停
滞
し
、
高
い
失
業
率
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
内
財
政
の
逼
迫
に
よ
る
福
祉
政
策
の
切
り
詰
め
で
、
国
民

の
間
に
不
安
と
不
満
が
充
満
し
て
い
た
。
そ
ん
な
一
九
二
九
年
十
二
月
、
テ
ユ
ー
リ
ソ
ゲ
ン
地
方
選
挙
で
ナ
チ
党
が
大
躍
進
を
適
せ
る
。
翌

「
九
三
〇
年
六
月
、
フ
ラ
イ
ヤ
ー
の
い
た
ザ
ク
セ
ン
州
議
会
選
挙
で
、
ナ
チ
党
は
金
側
の
十
四
・
四
％
の
得
票
を
得
て
第
二
党
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
一
九
三
〇
年
九
月
、
ド
イ
ツ
連
邦
選
挙
で
ナ
チ
党
は
歴
史
的
な
躍
進
を
実
現
す
る
。
一
九
二
八
年
の
八
十
万
票
十
二
議
席
か
ら
、
六

「
現
実
科
学
」
の
理
念
と
困
難

一
五
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六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

四
〇
万
票
一
〇
七
議
席
、
全
体
の
十
八
・
三
％
の
票
を
得
て
、
ド
イ
ツ
の
第
二
党
に
躍
り
出
た
の
で
あ
る
。
『
右
か
ら
の
革
命
』
は
、
こ
う

し
た
現
象
を
背
景
に
書
か
れ
た
書
物
で
あ
っ
た
。

　
フ
ラ
イ
ヤ
ー
は
し
ぼ
し
ぼ
、
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
主
義
の
伝
統
に
連
な
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
実
際
に
は
ア
ソ
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ト
な
態
度

を
取
っ
て
い
た
ら
し
い
。
「
全
体
性
」
と
し
て
の
民
族
や
国
家
と
い
う
規
範
的
な
描
写
に
は
共
感
し
つ
つ
も
、
現
代
的
な
「
市
民
」
や
「
産

業
社
会
」
を
分
析
し
た
り
、
外
界
に
働
き
か
け
て
変
革
し
た
り
す
る
に
は
、
内
向
的
す
ぎ
て
不
十
分
な
思
想
だ
と
批
判
的
で
あ
っ
た
。
彼
の

思
想
を
貫
く
主
題
は
、
自
分
た
ち
が
生
き
る
時
代
を
社
会
的
な
断
片
化
と
文
化
的
な
崩
壊
の
時
代
と
捉
え
、
個
人
の
有
意
味
な
生
活
に
対
す

る
脅
威
を
解
決
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
ナ
チ
党
の
大
躍
進
を
目
の
当
た
り
に
し
た
彼
は
、
当
時
の
ド
イ
ツ
が
政
治
的
転
換
点
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

あ
る
と
直
感
し
て
、
従
来
の
ロ
マ
ン
主
義
的
世
界
観
の
無
力
さ
を
脱
す
る
機
会
に
敏
感
な
反
応
を
示
し
た
。

　
三
－
2
　
革
命
の
主
体

　
『
右
か
ら
の
革
命
馳
の
習
頭
は
、
ま
さ
に
革
命
宣
言
と
い
っ
た
趣
で
あ
る
。

　
　
新
た
な
前
線
が
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
社
会
と
い
う
戦
場
に
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
ー
ー
右
か
ら
の
革
命
だ
。
末
だ
表
現
さ
れ
ざ
る
未
来
へ
の
合
い

　
　
言
葉
に
内
在
す
る
磁
力
と
共
に
、
右
か
ら
の
革
命
は
、
あ
ら
ゆ
る
陣
営
か
ら
、
最
も
堅
固
な
、
最
も
発
達
し
た
、
最
も
現
代
的
な
人
間

　
　
を
戦
列
に
引
き
寄
せ
る
。
末
だ
結
集
し
て
は
な
い
、
し
か
し
時
は
到
来
し
た
。
そ
の
運
動
は
未
だ
意
識
も
シ
ン
ボ
ル
も
案
内
も
持
た
ぬ

　
　
精
神
の
行
軍
に
す
ぎ
ぬ
。
し
か
し
一
夜
に
し
て
前
線
が
生
じ
た
の
だ
。
革
命
は
、
古
く
さ
い
政
党
に
、
行
き
詰
ま
っ
た
綱
領
に
、
時
代

　
　
遅
れ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
波
及
し
よ
う
。
革
命
は
、
そ
こ
ご
こ
で
プ
チ
ブ
ル
的
に
な
り
下
が
っ
た
世
界
の
頑
な
な
階
級
対
立
に
闘
い
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

　
　
挑
み
、
成
功
し
よ
う
。
革
命
は
未
だ
固
着
し
た
十
九
世
紀
の
名
残
を
排
除
し
、
二
十
世
紀
の
歴
史
に
自
由
を
得
さ
し
む
る
の
だ
。

　
こ
の
本
の
目
的
は
、
新
し
い
政
治
現
象
が
も
つ
歴
史
的
意
義
の
解
明
と
さ
れ
る
。
だ
が
、
挑
発
的
な
が
ら
も
難
解
な
レ
ト
リ
ッ
ク
に
満
ち

た
文
体
か
ら
は
、
知
識
入
層
を
読
者
対
象
と
し
、
彼
ら
に
政
治
的
変
化
の
重
要
性
を
説
く
た
め
の
著
作
と
読
ま
れ
た
。
「
た
だ
問
わ
れ
て
い



る
の
は
、
い
く
つ
か
の
完
壁
な
事
実
を
確
認
し
、
い
く
つ
か
の
生
成
し
つ
つ
あ
る
発
展
を
意
識
化
し
、
そ
の
中
で
成
長
し
た
決
断
を
適
切
な

も
の
の
前
に
下
す
こ
と
で
あ
る
」
［
菊
閃
”
①
］
と
い
う
呼
び
か
け
は
、
当
時
ま
だ
ナ
チ
党
の
運
動
に
懐
疑
的
だ
っ
た
知
識
人
に
決
断
を
促
す

も
の
と
解
釈
さ
れ
た
。

　
「
革
命
と
革
命
家
」
の
定
義
の
緩
や
か
さ
が
、
こ
の
本
の
魅
力
で
も
あ
っ
た
。
曰
く
、
か
つ
て
の
あ
ら
ゆ
る
革
命
は
、
ア
ベ
・
シ
ェ
イ
エ

ス
以
来
す
べ
て
左
か
ら
の
革
命
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
こ
れ
は
十
九
世
紀
的
な
革
命
の
概
念
で
、
今
や
古
び
て
し
ま
っ
て
い
る
。
新
た
な
革
命

の
哲
学
と
哲
学
の
革
命
が
必
要
で
あ
る
。
左
の
革
命
は
本
物
で
は
な
い
。
「
革
命
と
は
、
社
会
の
歴
史
に
新
た
な
原
則
を
生
み
出
す
こ
と
だ
。

革
命
家
と
は
、
未
だ
歴
史
的
現
実
に
な
ら
ぬ
こ
の
新
た
な
原
則
そ
の
も
の
で
あ
る
人
間
だ
」
［
力
菊
　
H
O
。
］
。
つ
ま
り
、
意
志
さ
え
持
っ
て
い

れ
ぽ
、
あ
ら
ゆ
る
者
が
革
命
主
体
に
含
ま
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

　
三
－
3
　
十
九
世
紀
の
自
己
破
塵

　
こ
う
し
た
「
革
命
家
」
が
変
革
す
べ
き
は
「
産
業
社
会
」
で
あ
る
。
こ
の
用
語
は
、
他
の
箇
所
で
使
わ
れ
る
「
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
社
会
」
や

「
社
会
」
と
同
義
で
あ
り
、
ヘ
ー
ゲ
ル
や
テ
ン
ニ
ー
ス
の
雷
葉
遣
い
を
継
承
す
る
。
フ
ラ
イ
ヤ
ー
の
産
業
社
会
観
は
、
そ
れ
以
前
の
著
作
か

ら
一
貫
し
て
い
た
。
そ
れ
は
人
間
を
疎
外
し
、
根
無
し
草
に
す
る
社
会
な
の
で
あ
る
。

　
　
過
去
の
あ
ら
ゆ
る
時
代
に
は
、
人
は
ど
こ
か
に
根
付
い
て
い
る
と
感
じ
、
そ
の
結
果
と
し
て
根
づ
い
て
い
た
。
…
…
し
か
し
な
が
ら
、

　
　
産
業
社
会
は
、
そ
れ
を
構
成
す
る
物
質
と
暴
力
の
打
算
以
外
の
何
も
の
に
も
基
づ
か
な
い
。
人
は
生
ま
れ
な
が
ら
の
大
地
に
根
付
か
ず
、

　
　
不
安
定
に
漂
う
。
そ
こ
か
ら
は
社
会
固
有
の
合
理
性
以
外
の
何
の
活
力
も
生
じ
な
い
。
［
幻
図
』
O
山
］

　
産
業
社
会
の
社
会
的
集
合
体
は
、
「
階
級
」
と
い
う
集
合
的
利
益
を
追
求
す
る
た
め
組
織
さ
れ
た
集
団
か
ら
成
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
テ
ン
ニ
ー
ス
が
『
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
と
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
』
で
描
い
て
見
せ
た
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
特
徴
を
継
承
し
て
い
る
。

産
業
社
会
と
は
、
人
間
を
単
な
る
労
働
者
と
消
費
者
の
役
割
へ
と
降
格
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
そ
う
し
た
社
会
に
対
し
て
、
国
家
は
中

「
現
実
科
学
」
の
理
念
と
困
難

一
七
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立
的
立
場
に
立
た
さ
れ
、
組
織
化
さ
れ
た
社
会
的
利
害
関
係
の
間
の
仲
介
者
に
堕
落
し
た
、
と
彼
は
批
判
す
る
。

　
　
こ
う
し
た
国
家
は
、
拘
束
力
を
持
つ
全
体
意
識
で
も
恒
常
的
意
志
で
も
な
い
。
そ
れ
は
、
社
会
的
な
諸
勢
力
の
競
争
を
調
整
す
る
た
め

　
　
の
装
置
に
す
ぎ
な
い
。
…
…
そ
れ
は
、
非
政
治
的
な
も
の
す
べ
て
の
総
体
で
あ
る
冤
涛
u
①
O
］
。

　
産
業
社
会
に
お
い
て
国
家
が
指
導
的
役
割
を
喪
失
し
た
こ
と
が
、
『
右
か
ら
の
革
命
』
の
議
論
の
大
半
を
占
め
る
。
こ
う
し
た
社
会
と
中

立
化
さ
れ
た
国
家
と
は
、
共
産
主
義
と
い
う
亡
霊
を
追
放
す
る
た
め
、
恒
常
的
な
秩
序
形
成
に
向
け
た
社
会
政
策
を
発
展
さ
せ
る
。
こ
の
政

策
を
労
働
者
が
受
け
入
れ
れ
ば
、
彼
ら
の
闘
争
の
目
的
は
全
か
無
か
の
革
命
で
は
な
く
、
単
な
る
社
会
的
進
歩
の
達
成
と
な
る
。
こ
の
時
、

十
九
世
紀
の
革
命
的
弁
証
法
は
清
算
さ
れ
、
客
観
的
に
秩
序
づ
け
ら
れ
た
労
働
世
界
と
い
う
理
念
は
現
実
の
も
の
と
な
る
。
制
度
と
い
う
手

段
を
通
じ
た
産
業
社
会
が
完
成
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
マ
ル
ク
ス
主
義
者
は
す
で
に
敗
北
し
、
左
か
ら
の
革
命
へ
の
現
実
的
な
希
望
は
消
失
す

る
、
と
フ
ラ
イ
ヤ
ー
は
指
摘
す
る
。
社
会
主
義
は
も
は
や
産
業
社
会
内
部
で
の
権
利
と
利
益
の
拡
大
を
求
め
る
だ
け
の
非
革
命
的
な
運
動
に

堕
落
し
、
資
本
・
王
義
の
中
心
的
要
素
は
無
傷
の
ま
ま
で
あ
る
。
共
産
主
義
も
、
十
九
世
紀
の
古
い
革
命
的
意
図
を
組
織
化
し
続
け
て
い
る
に

す
ぎ
ず
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
～
ト
が
産
業
社
会
の
内
部
で
福
祉
を
享
受
す
る
決
断
を
阻
ん
で
い
る
。
こ
れ
が
彼
が
「
十
九
世
紀
の
自
己
破
産
」

と
呼
ぶ
事
態
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
左
か
ら
の
革
命
は
歴
史
上
、
清
算
さ
れ
て
し
ま
っ
た
、
と
フ
ラ
イ
ヤ
ー
は
宣
告
す
る
。

　
　
そ
の
担
い
手
は
産
業
社
会
の
な
か
に
組
み
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。
革
命
に
残
さ
れ
た
問
題
は
、
社
会
的
進
歩
に
と
っ
て
残
さ
れ
た
問
題

　
　
へ
と
す
り
替
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
革
命
の
動
因
は
、
現
代
的
国
家
の
形
成
や
社
会
政
策
や
議
会
政
治
や
い
わ
ゆ
る
民
主
童
義
と
い
っ

　
　
た
も
の
に
都
合
よ
く
使
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
［
肉
拶
一
ω
£
。

　
現
代
の
産
業
社
会
に
お
い
て
は
、
す
で
に
左
か
ら
の
革
命
は
あ
り
得
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
で
の
新
た
な
革
命
の
斑
能

性
こ
そ
が
、
十
九
世
紀
的
な
、
つ
ま
り
近
代
的
な
限
界
を
超
え
る
革
命
の
可
能
性
、
「
右
か
ら
の
革
命
」
な
の
で
あ
る
。
こ
の
革
命
主
体
と

な
る
「
フ
ォ
ル
ク
」
を
、
彼
は
注
意
深
く
議
論
す
る
。



　
　
社
会
が
完
全
に
社
会
と
な
り
、
あ
ら
ゆ
る
勢
力
が
利
害
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
利
害
が
調
停
可
能
な
も
の
と
し
て
、
ま
た
あ
ら
ゆ
る
階
級

　
　
が
社
会
的
な
必
要
と
し
て
、
認
知
さ
れ
承
認
さ
れ
た
後
に
は
、
そ
こ
に
社
会
で
も
階
級
で
も
利
害
で
も
な
く
、
調
停
も
不
可
能
な
、
つ

　
　
ま
り
は
全
く
革
命
的
な
も
の
、
す
な
わ
ち
フ
ォ
ル
ク
が
現
れ
る
［
閑
殉
”
ω
己
。

　
こ
の
フ
ォ
ル
ク
が
、
産
業
社
会
に
対
抗
す
る
新
し
い
意
志
と
権
利
を
も
つ
真
の
革
命
主
体
と
さ
れ
る
。
自
ら
を
社
会
的
利
害
関
係
か
ら
定

義
せ
ず
、
産
業
社
会
の
既
存
の
シ
ス
テ
ム
に
吸
収
さ
れ
な
い
新
た
な
主
体
で
あ
る
彼
ら
に
よ
っ
て
産
業
社
会
が
克
服
さ
れ
る
と
き
、
そ
れ
は

右
か
ら
の
革
命
と
名
付
け
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
「
フ
ォ
ル
ク
」
と
は
何
ら
か
の
集
団
や
属
性
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
く

ま
で
変
革
と
参
加
の
意
志
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
三
－
4
　
革
命
の
使
命

　
こ
う
し
た
革
命
の
使
命
は
「
国
家
の
解
放
、
入
間
の
解
放
」
で
あ
る
。
左
派
や
旧
右
派
の
革
命
と
異
な
り
、
右
か
ら
の
革
命
は
、
国
家
を

社
会
的
利
益
の
た
め
に
捉
え
る
の
で
は
な
い
。
社
会
的
な
利
益
追
求
の
場
へ
と
堕
落
し
た
国
家
を
解
放
す
る
革
命
な
の
で
あ
る
。

　
　
人
間
が
二
十
世
紀
の
入
間
で
あ
る
が
ゆ
え
、
十
九
世
紀
は
過
ぎ
去
っ
た
。
人
間
が
、
も
は
や
社
会
的
利
益
か
ら
自
己
を
定
義
し
な
い
人

　
　
間
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
産
業
社
会
の
原
理
は
無
効
な
も
の
と
な
っ
た
の
だ
［
菊
油
川
鐸
］
。

　
し
か
し
、
フ
ラ
イ
ヤ
ー
は
、
こ
の
革
命
を
理
論
的
に
分
析
を
す
る
試
み
は
誤
り
だ
と
忌
避
す
る
。
そ
う
し
た
革
命
に
は
分
析
で
は
な
く
、

そ
の
本
質
と
歴
史
的
意
義
の
評
価
こ
そ
が
必
要
だ
と
し
て
、
革
命
を
可
能
に
す
る
社
会
過
程
の
描
写
に
力
点
を
置
く
。

　
産
業
社
会
は
人
間
を
単
な
る
生
産
者
と
消
費
者
と
し
て
の
み
扱
う
が
ゆ
え
、
よ
り
大
き
な
全
体
へ
の
帰
属
感
を
個
人
に
与
え
る
こ
と
に
失

敗
し
た
。
フ
ラ
イ
ヤ
ー
に
と
っ
て
人
間
の
自
由
と
は
、
帰
属
感
と
参
加
の
意
志
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
る
。

　
　
人
間
の
白
由
は
、
農
工
業
者
の
救
済
に
よ
っ
て
、
自
然
権
と
啓
蒙
に
よ
っ
て
、
市
民
革
命
と
憲
法
に
よ
っ
て
、
生
じ
る
の
で
は
な
い
。

　
　
逆
に
、
こ
れ
ら
全
て
の
事
柄
が
産
業
社
会
を
発
生
さ
せ
た
。
つ
ま
り
、
人
間
解
放
の
意
志
が
不
可
欠
に
な
る
よ
う
な
状
況
を
、
こ
れ
ら

「
現
実
科
学
」
の
理
念
と
困
難

一
一
九
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が
創
り
出
し
た
の
だ
。
／
自
ら
の
フ
ォ
ル
ク
、
そ
れ
も
享
有
の
領
域
を
持
つ
フ
ォ
ル
ク
に
あ
る
と
き
、
人
間
は
自
由
で
あ
る
。
自
ら
の

　
　
責
任
で
自
ら
の
歴
史
を
導
く
と
い
う
具
体
的
な
共
通
意
志
の
も
と
に
あ
る
と
き
、
人
間
は
自
由
で
あ
る
冤
殉
一
〇
。
。
あ
］
。

　
彼
に
と
っ
て
「
真
の
人
間
解
放
は
、
人
間
が
産
業
社
会
の
利
害
政
治
か
ら
『
解
放
さ
れ
た
瞼
国
家
に
住
む
と
き
実
現
す
る
」
男
菊
”
①
昌

の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
革
命
を
創
造
し
う
る
新
た
な
秩
序
の
革
新
に
希
望
を
寄
せ
る
が
、
こ
の
革
新
も
ま
た
人
間
の
主
体
性
と
意
志
の
問
題

と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。

　
　
政
治
的
事
件
と
政
治
的
成
果
と
は
〔
…
…
〕
人
間
の
存
在
と
行
為
の
産
物
で
あ
り
、
変
化
と
は
そ
の
事
件
が
生
ぜ
し
む
る
人
間
主
体
の

　
　
変
化
で
あ
る
。
人
間
の
意
志
の
中
に
歴
史
が
生
起
す
る
窮
力
”
謡
］
。

　
だ
が
、
こ
う
し
た
言
葉
遣
い
は
や
は
り
、
当
時
の
読
者
に
対
し
て
特
定
の
政
治
状
況
を
想
起
さ
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
さ
ら
に
著
書
の
最
後

で
は
、
破
壊
的
あ
る
い
は
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
な
旧
来
の
革
命
に
対
置
さ
れ
た
現
代
的
革
命
に
向
か
い
つ
つ
、
現
状
の
変
化
を
受
け
入
れ
る
よ
う

呼
び
か
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
急
進
的
に
な
る
た
め
に
、
ニ
ヒ
リ
ス
ト
に
な
る
必
要
は
な
い
。
現
代
的
で
あ
る
こ
と
は
、
も
は
や
妥
協
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
未
来
的

　
　
で
あ
る
こ
と
は
、
も
は
や
ユ
ー
ト
ピ
ア
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
は
本
物
の
何
か
を
生
み
出
す
あ
ら
ゆ
る
時
代
と
同
様
、

　
　
一
つ
に
合
流
す
る
の
だ
。
こ
れ
ら
の
事
実
は
全
て
新
し
い
。
し
か
し
事
実
な
の
だ
［
涛
菊
　
お
〕
。

　
教
養
市
民
層
を
対
象
に
書
か
れ
た
噸
右
か
ら
の
革
命
』
は
、
結
果
的
に
、
「
国
民
社
会
主
義
の
協
力
者
か
ら
も
敵
対
者
か
ら
も
、
ナ
チ
運

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

動
の
歴
史
的
意
義
と
倫
理
的
重
要
性
と
を
理
論
的
に
擁
護
し
よ
う
と
す
る
も
の
と
理
解
さ
れ
た
」
と
い
う
。
し
か
し
、
明
ら
か
に
国
民
社
会

主
義
の
こ
と
を
指
す
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
国
民
社
会
主
義
」
や
「
ナ
チ
」
「
ヒ
ト
ラ
ー
」
と
い
う
固
有
名
詞
は
一
度
も
表
れ
な
い
。
用
心
深

く
態
度
を
保
留
し
た
と
も
言
わ
れ
る
が
、
『
右
か
ら
の
革
命
』
の
高
い
抽
象
性
か
ら
し
て
、
フ
ラ
イ
ヤ
ー
に
と
っ
て
は
、
現
実
の
運
動
よ
り

理
念
と
し
て
の
運
動
や
革
命
が
重
要
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
実
際
、
ナ
チ
政
権
成
立
直
後
の
暫
定
的
入
党
制
限
日
の
前
後
に
駆
け
込
み
入
党

し
た
当
時
の
多
く
の
学
者
と
は
異
な
り
、
彼
は
遂
に
入
党
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ナ
チ
政
無
下
で
高
い
地
位
に
就
い
た
と
は
い
え
、
彼
は



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

現
実
政
治
と
は
一
定
の
距
離
を
保
と
う
と
努
め
、
直
接
的
な
関
与
を
望
ま
な
か
っ
た
と
雷
わ
れ
る
。
結
局
、
個
人
が
帰
属
感
と
充
足
を
得
ら

れ
る
領
域
の
理
念
こ
そ
を
重
視
し
、
国
民
社
会
主
義
運
動
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
そ
の
体
現
を
見
た
か
ら
こ
そ
、
変
革
へ
の
希
望
を
込
め
て

『
右
か
ら
の
革
命
』
を
著
し
た
の
だ
ろ
う
。

四
　
社
会
的
全
体
と
個
人
の
自
由

　
四
－
1
　
体
制
協
力
者
か
転
向
者
か
？

　
一
九
六
九
年
、
フ
ラ
イ
ヤ
ー
が
逝
去
し
た
と
き
、
『
ケ
ル
ン
社
会
学
・
社
会
心
理
学
雑
誌
（
姻
α
ぎ
Φ
目
N
Φ
凶
δ
o
冨
洋
注
吋
ω
o
N
凶
。
δ
α
q
δ
⊆
a

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

ω
o
N
一
巴
℃
紹
。
び
。
一
〇
α
q
邑
』
に
、
ル
ネ
・
ケ
ー
ニ
ッ
ヒ
に
よ
る
追
悼
文
が
掲
載
さ
れ
た
。
こ
こ
に
は
、
フ
ラ
イ
ヤ
ー
の
業
績
に
対
す
る
形
式
的

な
賞
賛
す
ら
な
く
、
た
だ
ひ
た
す
ら
に
彼
の
政
治
的
態
度
が
辛
辣
に
批
覇
さ
れ
る
。
国
民
社
会
主
義
や
戦
争
に
対
し
て
も
、
新
生
ド
イ
ツ
に

対
し
て
も
、
終
始
曖
昧
な
態
度
を
と
り
続
け
た
狡
逆
な
人
間
と
し
て
、
ケ
ー
ニ
ッ
ヒ
は
フ
ラ
イ
ヤ
ー
を
位
置
づ
け
た
。

　
　
彼
は
確
か
に
国
民
社
会
主
義
を
準
備
し
た
当
事
者
だ
が
、
〔
…
…
〕
し
か
し
非
常
に
頭
が
良
か
っ
た
た
め
に
、
国
民
社
会
主
義
が
ド
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

　
　
ツ
を
ど
こ
へ
導
か
ざ
る
を
得
な
い
か
見
抜
い
た
の
だ
。
ま
さ
し
く
こ
こ
に
、
彼
の
立
場
の
深
い
曖
昧
さ
が
生
じ
る
。

　
戦
後
フ
ラ
イ
ヤ
ー
が
再
び
学
界
に
迎
え
ら
れ
た
経
過
に
つ
い
て
も
、
彼
が
「
謙
虚
な
」
姿
勢
で
現
れ
た
た
め
の
措
置
だ
っ
た
が
、
「
し
か

し
、
そ
の
謙
虚
な
現
れ
方
は
、
完
全
な
改
宗
に
は
程
遠
い
も
の
だ
っ
た
」
と
断
じ
る
。
ま
た
、
最
近
で
は
体
制
へ
の
幻
滅
と
解
釈
さ
れ
る
こ

と
の
多
い
ナ
チ
下
で
の
著
作
に
つ
い
て
も
、
単
な
る
ニ
ヒ
リ
ス
ト
的
要
素
の
現
れ
と
見
る
。
「
お
そ
ら
く
は
反
動
的
な
彼
の
崇
拝
者
達
を
驚

か
せ
ぬ
た
め
に
、
フ
ラ
イ
ヤ
ー
は
そ
れ
ま
で
ニ
ヒ
リ
ス
ト
的
要
素
を
慎
重
に
隠
し
て
い
た
。
し
か
し
遅
く
と
も
一
九
三
六
年
か
ら
は
、
こ
の

要
素
は
い
く
つ
も
の
論
文
に
き
わ
め
て
明
自
に
現
れ
た
」
と
し
て
、
『
哲
学
問
題
と
し
て
の
政
治
的
な
も
の
』
（
一
九
三
六
）
や
『
パ
ラ
ス
・

ア
テ
ネ
ー
政
治
的
民
族
の
倫
理
』
（
一
九
三
五
）
と
い
っ
た
著
作
を
例
に
挙
げ
る
。
そ
し
て
、
「
奇
妙
な
こ
と
に
、
今
日
ま
で
ド
イ
ツ
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

け
る
学
術
的
な
論
争
は
、
こ
の
ニ
ヒ
リ
ス
ト
的
で
根
無
し
草
的
な
立
場
表
明
に
つ
い
て
無
関
心
だ
っ
た
」
と
批
判
す
る
。
さ
ら
に
、
国
民
社

「
現
実
科
学
」
の
理
念
と
困
難

＝
＝
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会
主
義
に
つ
い
て
も
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
に
つ
い
て
も
｝
切
口
を
閉
ざ
し
た
フ
ラ
イ
ヤ
ー
は
終
生
ニ
ヒ
リ
ス
ト
で
あ
り
続
け
た
と
し
て
、
彼

の
社
会
学
全
般
を
「
エ
ト
ス
な
き
エ
ト
ス
社
会
学
」
と
椰
楡
し
た
。

　
フ
ラ
イ
ヤ
ー
の
死
後
、
こ
う
し
た
ケ
ー
ニ
ッ
ヒ
の
見
解
を
受
け
継
ぐ
形
で
の
否
定
的
な
フ
ラ
イ
ヤ
ー
評
価
が
増
加
し
た
。
ワ
イ
マ
ー
ル
共

和
国
に
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
を
・
王
張
す
る
こ
と
で
国
民
社
会
主
義
の
理
念
と
結
び
つ
き
、
ド
イ
ツ
社
会
学
を
謀
殺
し
た
社
会
学
史
の
負
の
部
分
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

「
清
算
さ
れ
ざ
る
過
去
」
と
し
て
彼
を
捉
え
る
見
方
で
あ
る
。
今
な
お
、
社
会
学
に
お
け
る
フ
ラ
イ
ヤ
ー
は
、
語
り
手
の
思
想
信
条
の
潔
白

を
証
明
す
る
た
め
の
踏
み
絵
の
ご
と
き
役
割
す
ら
果
た
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

　
ナ
チ
時
代
、
フ
ラ
イ
ヤ
ー
が
果
た
し
た
役
割
に
は
諸
説
あ
る
。
特
に
、
一
九
三
四
年
一
月
、
ナ
チ
科
学
教
育
局
に
よ
る
「
社
会
学
者
大
会

（
U
p
。
ω
↓
お
鹸
護
U
⑩
9
ω
9
興
ω
o
N
圃
。
同
。
ひ
q
2
）
」
が
開
催
さ
れ
、
社
会
学
の
国
家
動
員
が
も
く
ろ
ま
れ
、
ド
イ
ツ
社
会
学
会
は
活
動
の
場
を
失

っ
て
実
質
的
な
活
動
中
止
に
追
い
込
ま
れ
た
。
こ
の
と
き
「
指
導
者
（
蚕
纏
興
）
」
と
い
う
名
称
で
会
長
職
に
就
い
て
い
た
フ
ラ
イ
ヤ
ー
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

何
の
力
も
行
使
で
き
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
ナ
チ
政
権
成
立
後
ま
も
な
く
彼
の
政
治
的
情
熱
は
幻
滅
に
転
じ
、
論
文
や
講
演
で
の
政
治
的
色
彩
も
薄
れ
、

協
力
不
十
分
と
非
難
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ナ
チ
の
学
生
や
雑
誌
な
ど
に
政
治
的
態
度
を
批
判
さ
れ
、
秘
密
警
察
な
ど
の
監
視
が
つ
き
、

同
僚
が
次
々
と
免
職
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
一
九
三
八
年
、
彼
は
み
ず
か
ら
希
望
し
て
ブ
ダ
ペ
ス
ト
大
学
ド
イ
ツ
文
化
史
講
座
の
客
員
教
授
と

し
て
ハ
ン
ガ
リ
…
へ
赴
く
。
そ
の
間
、
一
九
四
」
年
か
ら
は
ブ
ダ
ペ
ス
ト
の
ド
イ
ツ
科
学
研
究
所
所
長
も
兼
任
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
同
盟
国

ハ
ン
ガ
リ
ー
と
の
文
化
交
流
促
進
の
た
め
に
ド
イ
ツ
外
務
省
が
設
立
し
た
ポ
ス
ト
で
あ
る
。
こ
う
し
て
フ
ラ
イ
ヤ
ー
は
ド
イ
ツ
の
対
外
政
策

の
一
端
を
担
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
彼
自
身
は
任
期
延
長
を
繰
り
返
し
、
終
戦
後
ま
で
ド
イ
ツ
へ
帰
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
終
戦
後
、
ソ
連
の
占
領
下
に
入
っ
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
ナ
チ
以
上
に
徹
底
し
た
全
体
・
王
義
を
経
験
し
た
フ
ラ
イ
ヤ
ー
は
、
政
治
の
優
位
に
よ

る
共
同
体
の
回
復
と
い
う
理
想
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
一
九
四
八
年
、
彼
は
戦
前
の
著
作
と
対
ナ
チ
協
力
を
理
由
に
ブ
ダ
ペ
ス
ト

大
学
を
免
職
に
な
っ
て
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
へ
戻
り
、
そ
の
後
西
側
に
移
る
。
再
び
活
発
な
著
作
・
雷
論
活
動
を
行
い
、
｝
九
五
三
年
に
は
ミ
ュ



ソ
ス
タ
ー
大
学
の
客
員
教
授
の
地
位
を
得
た
。
保
守
主
義
と
西
ド
イ
ツ
的
自
由
主
義
・
民
主
主
義
を
和
解
さ
せ
た
声
明
や
著
作
を
発
表
し
て
、

外
見
上
は
ほ
ぼ
復
活
を
果
た
す
が
、
特
に
若
い
世
代
か
ら
の
不
信
の
な
か
、
一
九
六
九
年
に
逝
去
し
た
。

　
四
－
2
　
『
産
業
時
代
の
も
と
で
の
社
会
的
全
体
と
個
人
の
自
由
』

　
国
民
社
会
主
義
の
ド
イ
ツ
と
社
会
主
義
の
ソ
連
と
い
う
二
つ
の
全
体
主
義
を
経
験
し
た
後
、
ド
イ
ツ
社
会
学
界
に
復
帰
し
た
フ
ラ
イ
ヤ
ー

の
理
論
は
、
表
面
上
は
明
ら
か
な
変
化
を
見
せ
た
。
一
九
五
七
年
に
発
表
さ
れ
た
『
産
業
時
代
の
も
と
で
の
社
会
的
全
体
と
個
人
の
自
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

（
U
蝉
の
ω
o
凶
巴
①
○
帥
農
Φ
§
匹
α
一
①
司
お
汐
Φ
謬
審
ω
蛍
嵩
Φ
ぎ
Φ
コ
§
叶
興
鳥
Φ
鵠
じ
d
①
α
ヨ
α
q
§
α
q
①
β
匹
Φ
ω
貯
α
ロ
ω
蝕
Φ
濠
づ
N
②
旨
旨
酔
興
ω
）
』
は
、
小
著
な
が

ら
晩
年
の
彼
の
思
想
を
よ
く
表
し
て
い
る
。

　
産
業
社
会
へ
の
批
判
は
戦
後
も
継
承
さ
れ
た
が
、
か
つ
て
の
よ
う
に
革
命
を
通
じ
て
克
服
す
る
対
象
で
は
な
く
単
な
る
時
代
解
釈
と
な
り
、

政
治
的
主
張
は
影
を
潜
め
た
。
「
国
家
」
対
「
社
会
偏
と
い
う
図
式
は
保
持
さ
れ
た
が
、
か
つ
て
描
い
た
よ
う
な
対
立
構
造
と
し
て
中
心
に

据
え
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
「
個
人
の
自
由
」
を
可
能
に
す
る
背
景
と
し
て
描
か
れ
る
。
彼
の
「
自
由
」
観
と
と
も
に
、
産
業
社
会
の
進
歩

に
関
す
る
捉
え
方
も
変
化
し
た
。

　
フ
ラ
イ
ヤ
ー
は
、
公
共
の
安
寧
、
公
共
の
福
祉
、
生
活
水
準
の
向
上
、
最
大
多
数
の
最
大
幸
福
な
ど
は
全
て
、
進
歩
の
意
味
と
し
て
決
定

的
な
答
で
は
な
い
と
す
る
。
進
歩
と
は
自
由
で
あ
り
、
「
産
業
シ
ス
テ
ム
の
進
歩
は
自
由
の
進
歩
で
あ
る
」
。
具
体
的
に
は
、
工
業
生
産
と
い

う
も
の
が
技
術
的
な
力
と
い
う
点
で
人
間
の
自
由
の
程
度
を
増
大
さ
せ
る
、
つ
ま
り
、
物
理
的
な
制
約
か
ら
の
解
放
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。

彼
が
産
業
社
会
の
テ
ー
ゼ
と
し
て
、
「
人
間
の
自
由
が
そ
の
社
会
の
進
歩
に
よ
っ
て
徐
々
に
獲
得
さ
れ
た
成
果
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
人

間
の
自
由
が
産
業
社
会
と
い
う
秩
序
の
構
成
要
素
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
〔
…
…
〕
産
業
社
会
の
原
理
で
あ
る
」
［
ω
○
”
一
〇
〇
（
五

九
頁
）
］
と
述
べ
る
と
き
、
産
業
社
会
に
対
す
る
か
つ
て
の
全
薗
的
な
否
定
が
薄
ら
い
で
い
る
こ
と
が
判
る
。

　
工
業
の
進
歩
は
自
由
を
増
大
さ
せ
た
が
、
同
時
に
自
由
を
脅
か
し
つ
つ
も
あ
る
。
論
証
の
た
め
彼
は
ま
ず
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
や
ミ
ル
な
ど
の

「
現
実
科
学
」
の
理
念
と
困
難

一
二
一
二
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理
論
を
用
い
て
自
由
の
概
念
を
検
討
し
た
後
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
言
う
「
論
弁
的
な
」
自
由
の
概
念
、
「
無
抵
抗
に
さ
れ
た
個
人
が
絶
大
な
力

を
持
つ
国
家
と
同
一
視
さ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
表
向
き
は
国
家
に
関
与
す
る
う
ち
、
ま
す
ま
す
も
っ
て
実
際
に
国
家
の
手
中
に
陥
っ
て
し
ま
う
こ

と
」
［
ω
○
”
H
8
（
六
二
頁
〉
］
を
危
険
尽
す
る
。
こ
う
し
た
国
家
と
い
う
大
き
な
全
体
へ
の
帰
属
を
通
じ
た
個
人
の
自
由
と
い
う
概
念
は
、

か
つ
て
彼
自
身
が
真
の
自
由
と
し
て
賞
揚
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
今
や
彼
は
、
無
抵
抗
な
個
人
が
国
家
に
隷
属
す
る
危

険
性
は
焦
眉
の
問
題
で
あ
り
、
産
業
社
会
の
進
歩
と
い
う
現
象
に
よ
っ
て
そ
の
危
険
性
は
高
ま
る
と
警
告
を
発
す
る
。

　
　
産
業
社
会
の
秩
序
は
、
自
由
な
個
人
で
構
成
さ
れ
る
と
信
じ
ら
れ
、
事
実
上
そ
の
よ
う
に
振
る
舞
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
進
歩
の
途
上

　
　
で
は
、
不
自
由
と
い
う
危
険
性
を
も
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
も
し
自
由
が
人
間
に
固
有
の
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
自
由
は
疎
外
を
内
包

　
　
す
る
、
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
い
。
〔
…
…
〕
「
疎
外
」
と
い
う
概
念
が
意
識
さ
れ
ず
と
も
、
人
は
知
っ
て
い
る
。
自
由
と
い
う
も
の
は
、

　
　
疎
外
に
対
し
て
戦
う
場
合
の
み
シ
ス
テ
ム
の
中
に
あ
る
、
つ
ま
り
疎
外
の
内
部
で
、
あ
る
い
は
そ
の
克
服
に
お
い
て
存
在
す
る
の
だ
、

　
　
と
［
O
閃
”
ド
O
ω
（
六
二
頁
）
］
。

　
こ
こ
で
は
自
由
は
疎
外
と
表
裏
一
体
だ
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。
彼
の
用
い
る
疎
外
と
い
う
概
念
は
、
ほ
ぼ
マ
ル
ク
ス
の
も
の
と
等
し
い
。

つ
ま
り
疎
外
の
本
質
と
は
、
労
働
の
外
で
や
っ
と
自
分
の
許
に
い
る
と
感
じ
、
労
働
の
な
か
で
は
自
分
の
外
に
い
る
と
感
じ
る
と
い
う
点
に

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
現
代
も
な
お
古
び
る
こ
と
な
い
深
刻
な
問
題
だ
と
彼
は
評
価
す
る
。

　
こ
う
し
た
現
象
を
も
た
ら
す
、
成
熟
し
た
現
代
産
業
社
会
の
シ
ス
テ
ム
は
、
さ
し
あ
た
り
国
家
と
社
会
の
分
離
の
消
滅
に
よ
っ
て
特
徴
づ

け
ら
れ
る
と
す
る
点
は
、
以
前
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
国
家
と
社
会
が
癒
着
す
る
方
向
に
進
み
続
け
、
今
や
国
家
は
社

会
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
に
浸
透
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
他
方
で
、
社
会
的
諸
力
の
側
で
も
、
臣
大
な
団
体
に
組
織
化
さ
れ
る
こ
と
で
、
そ

の
行
為
を
国
家
に
管
理
さ
れ
統
鰯
さ
れ
る
。
強
力
な
管
理
経
済
は
産
業
社
会
の
必
然
的
帰
結
だ
が
、
こ
の
と
き
社
会
国
家
は
大
規
模
な
分
配

者
・
扶
養
者
と
な
っ
て
被
扶
養
者
を
手
中
に
治
め
る
の
で
あ
る
。
こ
の
国
家
的
行
為
の
肥
大
化
こ
そ
が
全
体
主
義
へ
導
く
危
険
性
で
あ
る
と

彼
は
警
告
す
る
。
こ
う
し
た
危
険
性
へ
の
カ
ム
フ
ラ
ー
ジ
ュ
と
し
て
、
現
在
の
社
会
シ
ス
テ
ム
は
、
個
人
の
自
由
の
代
用
形
式
を
発
展
さ
せ



た
が
、
そ
れ
が
「
規
格
化
し
た
消
費
」
と
い
う
「
選
択
の
自
由
」
で
あ
る
。
こ
の
代
用
形
式
に
人
間
が
満
足
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
う
危
険
性
が

甚
だ
し
く
大
き
い
、
と
い
う
彼
の
危
機
感
は
後
の
消
費
社
会
論
を
先
取
り
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
で
、
い
か
に
す
れ
ば
個
々
人
の
自
由
が
可
能
な
の
か
。
こ
の
問
い
に
対
す
る
彼
の
自
由
論
は
興
味
深
い
。
「
い
か
な
る
社

会
秩
序
も
、
個
人
的
存
在
の
自
律
性
を
可
能
に
す
る
こ
と
以
外
、
も
は
や
何
も
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
」
た
め
、
「
災
害
補
償
、
完
全
雇
用
、

あ
る
い
は
生
活
水
準
の
保
証
の
よ
う
に
、
自
由
を
制
度
的
に
保
証
す
る
こ
と
は
お
そ
ら
く
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
で
あ
ろ
う
」
［
ω
〇
一
一
蜀
（
七
〇

頁
）
］
と
結
論
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
補
償
や
免
除
や
給
付
と
い
っ
た
福
祉
を
拒
否
す
る
自
由
を
掲
げ
る
。

　
　
こ
れ
ら
の
事
柄
を
個
々
人
は
自
分
自
身
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
し
、
こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
が
完
全
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
個
人
は
ま
す

　
　
ま
す
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
自
分
で
行
う
に
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
こ
と
は
場
合
に
よ
っ
て
、
幾
分
か
の
勇
気
を
前
提
と
す
る
。

　
　
ゆ
え
に
、
そ
の
限
り
で
次
の
よ
う
に
雷
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
自
由
で
な
い
人
間
は
そ
の
人
自
身
に
責
任
が
あ
る
の
だ
、
と

　
　
［
ω
○
　
H
ぽ
（
七
〇
頁
）
］
。

　
か
つ
て
フ
ラ
イ
ヤ
ー
は
、
「
国
家
か
ら
の
自
由
」
を
自
由
主
義
的
で
否
定
す
べ
き
自
由
概
念
と
し
て
嘲
り
、
真
の
自
由
と
は
積
極
的
な
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

由
、
「
国
家
に
よ
る
自
由
」
だ
と
主
張
し
た
。
そ
れ
と
対
比
し
て
み
る
と
、
こ
こ
で
の
自
由
概
念
は
む
し
ろ
多
元
主
義
的
な
自
由
の
概
念
で

あ
る
。
晩
年
の
彼
が
恐
れ
て
い
た
の
は
、
西
欧
型
の
社
会
国
家
が
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
型
の
社
会
国
家
へ
と
変
質
し
て
い
く
こ
と
で
あ
っ
た
。
『
産

業
時
代
の
も
と
で
の
社
会
的
全
体
と
個
人
の
自
由
』
は
、
そ
う
し
た
流
れ
に
対
す
る
防
衛
措
置
と
し
て
個
々
人
の
抵
抗
が
最
も
有
効
だ
と
考

え
た
呼
び
か
け
で
あ
っ
た
。
個
人
が
シ
ス
テ
ム
か
ら
離
脱
す
る
可
能
性
が
残
さ
れ
て
い
る
点
が
、
全
体
主
義
に
陥
ら
な
い
社
会
国
家
の
存
立

条
件
と
な
る
の
で
あ
る
。
自
由
を
個
々
人
の
選
択
に
委
ね
る
結
論
に
は
、
い
わ
ゆ
る
民
主
主
義
的
な
理
念
に
対
す
る
全
面
的
な
肯
定
す
ら
読

み
取
れ
る
の
で
あ
る
。

「
現
実
科
学
」
の
理
念
と
困
難

一
二
五
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曖
昧
な
転
向
者
と
見
え
る
フ
ラ
イ
ヤ
ー
の
理
論
は
、
社
会
国
家
に
お
け
る
「
燗
人
の
自
由
」
を
可
能
に
す
る
条
件
の
模
索
と
い
う
主
題
に

お
い
て
一
貫
し
て
い
た
。
ワ
イ
マ
ー
ル
末
期
の
著
作
で
は
、
勃
興
し
つ
つ
あ
る
強
力
な
社
会
国
家
に
帰
属
し
て
こ
そ
個
人
の
自
由
が
可
能
に

な
る
と
い
う
主
張
を
繰
り
返
し
、
晩
年
に
は
、
ソ
ビ
エ
ト
型
の
社
会
国
家
に
よ
る
保
護
を
拒
否
す
る
こ
と
が
自
由
の
第
～
歩
で
あ
る
と
喝
破

し
た
。
た
だ
し
、
ワ
イ
マ
ー
ル
期
の
著
作
で
は
、
遂
に
一
度
と
し
て
国
民
社
会
主
義
と
い
う
固
有
名
詞
を
出
す
こ
と
な
く
、
周
時
代
の
読
者

に
は
判
る
よ
う
な
書
き
方
で
ほ
の
め
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
。

　
ワ
イ
マ
ー
ル
末
期
の
フ
ラ
イ
ヤ
ー
が
煽
っ
て
み
せ
た
混
沌
か
ら
の
刷
新
願
望
は
、
魅
力
的
な
も
の
だ
っ
た
。
産
業
社
会
的
な
シ
ス
テ
ム
の

機
能
不
全
に
対
す
る
危
機
意
識
を
表
現
し
た
門
十
九
世
紀
の
破
産
脇
と
い
う
言
葉
は
、
二
十
世
紀
を
通
じ
て
繰
り
返
し
社
会
学
の
主
題
と
な

っ
て
き
た
。
最
近
の
例
で
は
、
奇
し
く
も
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
の
一
九
八
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
ウ
ル
リ
ヒ
・
ペ
ッ
ク
の
『
危
険
社

会
』
が
同
様
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
い
る
。
現
代
を
以
前
の
時
代
と
は
異
な
る
種
類
の
脅
威
に
曝
さ
れ
る
「
危
険
の
時
代
」
と
捉
え
た
こ

の
書
物
は
世
界
的
な
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、
日
本
の
社
会
学
界
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
公
害
や
放
射
能
と
い
っ
た
環
境
面
で
の
危

険
の
み
な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
領
域
で
古
い
価
値
観
の
行
き
詰
ま
り
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
現
在
曝
さ
れ
て
い
る
危

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
｝

険
は
、
十
九
世
紀
的
「
産
業
社
会
篇
に
基
づ
く
シ
ス
テ
ム
に
起
因
す
る
と
さ
れ
る
。
今
な
お
説
得
力
を
持
つ
「
十
九
世
紀
」
の
清
算
と
い
う

主
題
を
、
フ
ラ
イ
ヤ
ー
は
先
取
り
し
て
い
た
と
言
え
る
。

　
ま
た
、
フ
ラ
イ
ヤ
ー
の
用
い
る
「
フ
ォ
ル
ク
扁
や
「
民
族
」
と
い
っ
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
も
、
混
乱
の
渦
中
に
あ
る
人
々
に
と
っ
て
は
魅
力
的

に
響
い
た
。
参
加
と
変
革
の
意
志
さ
え
持
て
ば
、
公
共
圏
を
形
成
す
る
た
め
の
知
識
や
プ
ロ
セ
ス
は
必
要
と
さ
れ
な
い
。
参
加
の
感
覚
が
与

え
ら
れ
る
、
あ
る
種
の
「
民
主
主
義
」
が
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
フ
ラ
イ
ヤ
ー
は
や
が
て
、
そ
う
し
た
無
条
件
に
参
入
が
保

証
さ
れ
る
自
由
か
ら
、
選
択
と
自
己
責
任
に
よ
っ
て
獲
得
す
る
自
由
へ
と
、
自
由
の
条
件
を
転
換
さ
せ
た
が
。



　
フ
ラ
イ
ヤ
ー
が
「
い
か
が
わ
し
い
」
社
会
学
者
と
呼
ば
れ
た
所
以
は
、
ほ
の
め
か
す
対
象
が
ナ
チ
と
ヒ
ト
ラ
ー
だ
っ
た
こ
と
に
あ
ろ
う
。

学
問
は
、
価
値
判
断
か
ら
自
由
な
立
場
に
立
た
ね
ば
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
る
。
だ
が
、
価
値
自
由
を
標
榜
す
る
社
会
学
理
論
に
お
い
て
す
ら
、

多
か
れ
少
な
か
れ
、
優
れ
た
研
究
の
多
く
で
こ
う
し
た
ほ
の
め
か
し
は
行
わ
れ
る
。
そ
も
そ
も
、
社
会
学
と
い
う
学
問
は
、
ド
イ
ツ
で
あ
れ

目
本
で
あ
れ
、
社
会
国
家
の
要
請
に
よ
っ
て
成
立
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
哲
学
や
経
済
学
、
歴
史
学
と
い
っ
た
既
存
の
学
問
で
は
対
応

で
き
な
い
社
会
の
現
実
に
対
処
す
る
た
め
、
「
社
会
政
策
学
」
が
生
じ
、
「
社
会
学
」
に
発
展
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
時
代
、
政
治
状
況
へ
の
価

値
判
断
を
、
お
そ
ら
く
は
哲
学
以
上
に
強
く
反
映
さ
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
う
し
た
「
現
実
」
と
の
距
離
が
、
社
会
学
と
い
う
学
問
の
魅
力

で
も
あ
る
。
ハ
ン
ス
・
フ
ラ
イ
ヤ
ー
の
社
会
学
が
ま
と
う
「
い
か
が
わ
し
さ
」
は
、
社
会
学
自
体
の
存
在
に
関
わ
る
「
い
か
が
わ
し
さ
」
を
、

あ
る
極
端
な
形
に
お
い
て
体
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
注

＊
　
フ
ラ
イ
ヤ
ー
の
著
作
か
ら
引
用
し
た
際
、
原
文
を
参
照
の
上
、
邦
訳
書
の
訳
語
や
表
現
を
適
宜
変
更
し
た
。

（
1
）
　
ワ
イ
マ
ー
ル
期
の
保
守
革
命
思
想
に
関
す
る
最
良
の
見
取
り
図
と
し
て
は
、
＝
曾
抽
旨
Φ
跨
お
ざ
陶
§
q
職
。
壽
黛
這
ミ
q
§
§
蹄
§
．
浮
織
嵩
ミ
§
b
O
ミ
’

　
ミ
黍
§
旧
き
ミ
駐
§
き
噛
§
ミ
斜
謡
駄
ミ
Q
§
帖
ミ
謁
竃
ら
鳶
〇
四
ヨ
び
「
置
o
q
㊦
C
急
く
Φ
目
湯
量
℃
「
Φ
ω
ρ
竈
。
。
県
（
中
村
幹
雄
・
谷
口
健
治
・
姫
岡
と
し
子
共
訳

　
『
保
守
革
命
と
モ
ダ
ニ
ズ
ム
ー
ワ
イ
マ
ー
ル
・
第
三
帝
国
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
文
化
・
政
治
一
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
　
年
）
。

（
2
）
　
ピ
エ
ー
ル
・
ブ
ル
デ
ュ
ー
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
を
「
い
か
が
わ
し
い
」
哲
学
者
と
呼
ぶ
。
「
い
か
が
わ
し
い
一
〇
9
げ
①
」
と
い
う
文
法
用
語
は
、
M
・
ボ

　
ー
ゼ
の
『
体
系
的
百
科
事
典
－
文
法
と
文
学
－
騙
第
二
巻
に
よ
れ
ぽ
、
「
初
め
穫
る
ひ
と
つ
の
意
味
を
示
す
よ
う
に
見
え
な
が
ら
最
終
的
に
は
そ
れ
と
は

全
く
別
の
意
味
を
規
定
す
る
よ
う
な
」
醤
葉
遣
い
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
見
す
る
と
あ
る
関
係
に
あ
る
よ
う
に
思
え
る
が
実
は
別
の
関
係
に
あ
る
と
い
う
よ

　
う
な
場
合
、
一
一
重
の
意
味
や
ほ
の
め
か
し
を
行
っ
て
い
る
場
合
の
こ
と
で
あ
る
。
じ
U
o
違
命
Φ
詳
空
Φ
誕
ρ
卜
、
§
ミ
薦
陪
審
。
ミ
心
ミ
§
ミ
昏
ミ
蕊
ミ
毒
き

帥
黛
甑
。
拐
鳥
Φ
冨
ぎ
昆
戸
お
。
。
。
。
■
（
桑
田
禮
彰
訳
『
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
政
治
的
存
在
論
騙
藤
原
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
。

（
3
）
斎
言
易
露
呈
首
①
び
．
、
U
δ
ω
o
N
凶
。
H
。
ひ
q
δ
伍
曾
N
惹
ω
。
冨
づ
窪
Φ
α
q
ω
N
Φ
同
け
』
艮
蔑
。
一
含
屋
ω
け
Φ
巳
魯
N
窪
巨
伍
b
ご
①
二
き
忌
嶺
ω
互
8
膏
耽
．
”
い
8
ω
閂
二
ρ

　
冨
■
菊
餌
ヨ
9
（
出
お
ゆ
q
．
）
”
留
甑
o
N
醤
器
§
b
§
ぎ
譜
ミ
壽
織
袋
熊
翫
9
§
、
蕊
帖
簿
N
蔑
Q
o
∴
譲
獅
辺
り
。
。
鮒
ω
■
Φ
■

「
現
実
科
学
」
の
理
念
と
困
難

一
二
七
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五
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七
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号

＝
｝
八

（
4
）
　
瀕
毎
ω
ρ
＜
o
節
Φ
び
§
味
ミ
静
々
、
胃
。
・
o
無
。
、
莞
縁
q
書
曽
蹄
ミ
麸
蕊
携
§
一
望
壽
ミ
§
融
簿
ミ
蕊
誇
顔
§
譜
N
矯
職
魁
ミ
黛
§
眺
ミ
§
ミ
蕊
き
》
§
亀
竃
詰

　
ミ
貸
ミ
き
ミ
蕊
智
ミ
い
ω
昏
ユ
《
効
ヨ
罰
お
逡
「
こ
の
中
で
は
、
ナ
チ
期
に
お
け
る
フ
ラ
イ
ヤ
ー
の
研
究
活
量
に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

（
5
）
鼠
三
婆
し
興
蔓
N
．
｝
§
鴨
O
栽
ミ
O
ミ
ミ
ミ
隷
帖
、
ミ
ミ
浅
ぎ
ミ
、
§
織
§
b
ミ
ミ
§
隷
ミ
§
ミ
9
ミ
§
○
§
§
，
ミ
職
§
u
牢
ぎ
8
酔
§

　
〇
暴
く
曾
ω
圃
蔓
℃
お
ω
ω
．
6
。
。
刈
●
は
、
フ
ラ
イ
ヤ
ー
に
関
す
る
初
め
て
の
本
格
的
な
評
伝
で
あ
る
。
以
下
、
フ
ラ
イ
ヤ
ー
の
経
歴
は
基
本
的
に
本
書
に
期
つ
た
。

（
6
）
　
フ
ラ
イ
ヤ
ー
の
思
想
と
ド
イ
ツ
青
畳
運
動
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
¢
路
①
さ
肇
隷
①
山
ρ
．
G
¢
ひ
q
Φ
類
ロ
ぴ
Φ
≦
㊦
σ
q
二
欝
α
Q
自
民
ω
o
賦
O
一
〇
ぴ
q
剛
ρ
乏
圃
ω
ω
①
コ
ω
0
7
皇
。
津
ω
・

　
ω
o
N
凶
。
刷
。
ぴ
q
圃
ω
9
Φ
ω
ζ
§
Φ
欝
N
∬
麟
讐
あ
男
憎
巻
三
豊
①
鱒
蟷
郡
伍
藍
田
ω
ω
窪
ω
o
げ
駄
＄
σ
q
Φ
ヨ
Φ
営
。
。
o
げ
9
。
⇒
⊆
ω
一
Φ
ω
ω
－
．
冒
”
ぴ
①
冨
一
二
ω
（
頃
話
α
q
．
γ
o
℃
■
o
搾

（
7
）
　
青
年
運
動
を
経
験
し
た
イ
ン
テ
リ
青
年
た
ち
は
、
璽
壕
の
仲
間
意
識
を
極
心
運
動
特
有
の
清
熱
的
な
雪
葉
遣
い
で
盛
ん
に
記
録
し
た
。
彼
ら
の
表

　
現
に
よ
っ
て
第
一
次
大
戦
の
志
願
兵
に
対
す
る
英
雄
的
イ
メ
ー
ジ
が
形
成
さ
れ
、
ワ
イ
マ
…
ル
期
の
青
年
た
ち
に
強
く
訴
え
か
け
る
力
を
獲
得
し
た
。

　
ζ
o
ω
。
。
ρ
0
8
薦
①
r
寒
、
～
§
の
ミ
織
登
妨
、
沁
塁
詠
§
営
偽
き
Q
ミ
§
～
o
道
ミ
ミ
Q
琴
、
ミ
ぎ
諺
○
×
｛
〇
三
二
巳
く
①
邑
2
牢
①
ω
ρ
一
8
ρ
（
拙
訳
『
英
霊
…

　
世
界
戦
争
を
め
ぐ
る
記
憶
の
再
生
－
謡
柏
書
房
、
二
〇
〇
一
年
刊
行
予
定
）
。

（
8
）
　
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
で
の
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ヴ
ン
ト
や
カ
ー
ル
・
ラ
ソ
プ
レ
ヒ
ト
を
始
め
と
す
る
学
問
的
伝
統
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
⊆
お
び
曽
坤
四
更
ρ
⑦
爲
ご
N
帰
途
篇
㌃
鷺
韓
筏
貸
切
鴨
ミ
爵
ミ
茜
一
ミ
塁
ぎ
ミ
窃
硲
笥
偽
ミ
織
ミ
切
g
ご
、
轟
繕
帖
§
駄
ミ
Q
8
鳴
禽
鮭
臆
、
⑦
簿
ミ
驚
、
”
》
9
p
。

　
譲
∬
ヨ
餌
三
〇
録
’
＜
○
＝
＜
㊦
ユ
飴
ケ
q
詔
①
。
。
①
房
0
7
9
。
盈
H
O
8
甲

（
9
）
　
こ
の
研
究
所
で
の
フ
ラ
イ
ヤ
ー
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
鵠
。
《
①
一
，
”
ω
δ
ぴ
q
h
ユ
①
9
、
．
二
四
剛
あ
閃
毒
く
①
『
巴
ω
U
マ
Φ
一
《
8
「
鳥
Φ
ω
冒
ω
甑
ε
8
ω
密
門
丙
危
貯
で
§
匹

　
¢
鉱
く
韓
ω
巴
磯
㊦
ω
o
翫
6
葺
Φ
（
一
器
ω
山
捻
。
。
）
”
げ
0
8
ら
ミ
ら
ミ
恥
～
§
叙
O
馨
§
隻
§
メ
く
。
一
噛
P
6
り
P

（
1
0
）
　
内
器
δ
さ
U
三
♂
的
。
職
ミ
露
岩
ミ
》
叙
ミ
ミ
ミ
翁
。
建
｝
、
鳶
ミ
ミ
黛
ミ
勲
ミ
ミ
誌
、
恥
碁
誌
ミ
ミ
N
勲
亀
愚
ミ
韓
の
o
q
暁
ミ
麸
帖
的
登
↓
悉
霧
8
甑
。
胃
℃
β
芭
δ
げ
興
ω
－

　
一
㊤
り
押
O
℃
．
り
ω
一
逡
●

（
1
1
）
　
宰
婁
9
譲
雪
ρ
曽
無
ミ
還
～
Q
雪
国
ミ
割
さ
ミ
蒙
戴
露
ミ
鈎
僑
嵩
逡
、
～
慧
◆
卜
轟
～
逡
、
ミ
9
“
§
ミ
凝
§
領
§
的
魯
箕
§
謎
§
㌧
・
誓
無
ミ
薦
㌧
鼻
。
難
．
ρ
8
2
9
Φ
さ

　
ら
ω
ρ
ω
」
①
P
（
福
武
直
訳
㎎
現
実
科
学
と
し
て
の
社
会
学
舳
日
光
書
院
、
～
九
四
四
年
、
二
〇
五
頁
）
。
以
下
、
引
用
注
は
、
［
ω
芝
］
と
し
て
本
文
中
に

詑
載
す
る
。

（
1
2
）
　
秋
元
律
郎
隅
ド
イ
ツ
社
会
学
思
想
の
形
成
と
展
開
－
市
民
社
会
論
研
究
一
画
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
七
六
年
、
　
＝
二
四
頁
。

（
1
3
）
　
「
フ
ォ
ル
ク
縣
と
い
う
概
念
は
、
ナ
チ
の
「
民
族
共
同
体
（
く
。
節
ω
鋤
q
①
ヨ
包
霧
。
｝
蜀
津
）
偏
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
、
き
わ
め
て
致
治
的
で
人
種
的
色
彩
を

　
帯
び
た
概
念
と
解
釈
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
ω
9
属
7
鉱
ヨ
㊦
び
開
戸
『
賞
》
㌔
ミ
叙
§
ミ
奪
§
欺
象
詠
覇
b
Q
認
隷
§
§
§
、
ミ
竃
ミ
ミ
轄
二
面
魯
ミ
ミ
簿
・
b
融
ぎ
ミ
騎
忌
ミ
N



　
§
§
譜
。
。
b
§
融
簿
§
寓
目
§
ミ
詠
§
器
N
§
的
簿
§
N
b
N
O
Q
袋
謡
駄
N
捻
釦
Z
《
ヨ
O
げ
窪
び
霞
α
q
多
く
興
冨
ぴ
q
ω
冨
a
一
§
α
q
㍉
O
O
。
。
■
（
河
島
幸
夫
・
脇
圭
平
訳

　
『
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
の
政
治
思
想
鴫
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
豊
房
、
｝
九
七
六
年
）
。
だ
が
、
本
来
「
フ
ォ
ル
ク
」
は
伝
統
的
な
意
味
で
は
政
治
概
念
で
は
な
く
、

　
多
義
的
な
も
の
だ
っ
た
。
本
来
、
非
政
治
的
で
あ
っ
た
「
フ
ォ
ル
ク
」
概
念
が
、
世
俗
宗
教
的
意
味
を
帯
び
て
青
年
・
学
生
運
動
を
中
心
と
し
た
ド
イ
ツ

　
知
識
人
の
世
界
を
政
治
的
に
決
定
し
て
い
く
論
理
の
旋
回
に
つ
い
て
は
、
田
村
栄
子
『
若
き
教
養
市
民
層
と
ナ
チ
ズ
ム
㎞
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九

　
六
年
。

（
1
4
）
　
閏
冨
堵
①
び
露
胎
昌
ρ
ミ
謡
§
ミ
鑓
帖
西
田
紺
⑦
o
無
ミ
鼠
柔
く
臼
訂
ひ
q
〈
o
嵩
ρ
¢
Φ
罵
Φ
俸
竃
Φ
団
興
℃
一
〇
ω
押
G
∩
」
。
。
。
。
ム
・
（
阿
閉
吉
男
訳
『
社
会
学
入
門
』
角
川

　
文
庫
、
一
九
五
五
年
、
　
一
七
八
頁
）
。
以
下
、
引
用
注
は
、
［
国
ω
］
と
し
て
本
文
中
に
記
載
す
る
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

18L7些社些
　　　　　　　　　　　、

　
書
房
、

（
1
9
）

（
2
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引
用
注
は
、
［
幻
幻
］
と
し
て
本
文
中
に
記
載
す

　
る
。

（
2
1
）
　
筈
三
δ
5
0
0
．
9
け
‘
P
H
。
。
O
■

（
2
2
）
　
麟
餌
ω
ざ
お
8
．
o
同
け
‘
P
潔
．

（
2
3
）
　
戦
後
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
フ
ラ
イ
ヤ
ー
評
価
の
中
で
最
も
否
定
的
な
例
と
し
て
、
し
ば
し
ば
ケ
ー
ニ
ッ
ヒ
の
こ
の
追
悼
文
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

　
9
Φ
涛
ρ
勾
。
一
p
。
a
”
．
出
彗
ω
寄
塁
臼
．
＜
o
日
三
里
霧
〇
三
匂
励
試
ω
魯
魯
ω
o
N
一
〇
δ
ひ
q
霧
讐
日
↓
冨
。
お
瓢
毎
日
α
Φ
牧
、
H
づ
曾
ω
臨
①
α
q
Φ
ω
Φ
房
野
駄
θ
．
、
」
『
尊
崇
ミ
暮

鳶
壕
0
8
ら
ミ
簿
融
§
鈎
§
逡
瀞
ミ
酬
N
P
6
。
。
ど
ω
●
α
雪
よ
O
も
。
’
た
だ
し
、
ギ
ー
ル
ケ
は
肯
定
的
評
価
の
方
が
多
勢
で
あ
る
と
見
て
い
る
。

（
2
4
）
　
閑
α
a
α
q
”
菊
Φ
融
－
．
．
Z
Φ
ご
。
一
〇
α
q
ρ
国
雪
ω
孚
2
Φ
5
ω
H
為
」
。
。
。
。
宇
一
。
。
・
一
●
お
＄
、
”
㍉
『
§
ミ
ミ
浴
爵
審
暮
二
巴
留
出
。
馬
黒
暗
§
駄
の
9
§
奪
超
ら
ぎ
粛
龍
M

　
母
し
黛
D
町
α
q
・
P
出
Φ
欝
お
O
り
一
ω
．
お
○
。
■

例
え
ば
、
新
明
正
道
『
国
民
革
命
の
社
会
学
魅
甲
文
堂
、
｝
九
三
五
年
、
一
七
〇
頁
、
一
九
〇
頁
、
福
武
直
『
社
会
学
の
現
代
的
課
題
』
日
本
評
論

｝
九
四
八
年
、
一
〇
一
頁
。

ζ
巳
δ
お
8
●
9
酢
‘
P
一
。
。
①
●

ご
巳
ρ
頃
き
。
。
｝
、
．
ω
o
N
互
。
ひ
q
δ
ぎ
冨
6
§
α
q
一
8
㎝
－
日
譲
㎝
”
．
」
『
び
8
ω
ご
ω
（
頃
誘
ぴ
q
■
）
闇
8
．
9
e
ω
」
器
－
。
。
●

丙
O
一
ρ
濯
げ
②
筈
漢
9
b
繕
尋
§
黛
蓋
置
謁
愚
導
、
爵
○
一
α
窪
び
O
⊆
咲
く
Φ
二
〇
α
q
㍉
㊤
。
。
①
．
（
柴
田
敬
二
訳
『
ワ
イ
マ
ル
共
和
国
史
一
研
究
の
現
状
一
騙
刀
水

　
一
九
八
七
年
、
一
八
五
頁
、
一
八
九
頁
－
九
一
頁
）
。

鑓
三
δ
び
8
．
9
f
P
お
H
●

閃
罐
《
臼
鵠
p
。
瓢
ρ
陶
ミ
ミ
ミ
智
蕊
§
鳥
肉
幽
幽
登
国
二
α
q
Φ
昌
∪
冨
鮎
翌
日
〇
げ
ω
＜
Φ
二
鋤
斡
一
㊤
ω
ど
ω
’
9
以
下
、

「
現
実
科
学
」
の
理
念
と
困
難

一
二
九
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（
2
5
V
　
囲
σ
同
α
。
闇
ω
誌
ω
り
’

（
2
6
）
　
最
近
の
日
本
に
お
け
る
ド
イ
ツ
社
会
学
説
史
で
は
、
例
え
ば
、
秋
元
律
郎
隅
市
民
社
会
と
社
会
学
的
思
想
の
系
譜
臨
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
九
七
年
。

（
2
7
）
　
ナ
チ
初
期
に
お
け
る
社
会
学
界
研
究
は
数
多
い
。
例
え
ば
、
丙
同
ぎ
ひ
q
①
ヨ
鋤
昌
P
O
碧
段
①
P
ヘ
へ
寓
Φ
ヨ
’
簿
ω
O
臥
O
δ
α
q
δ
O
儀
興
Q
a
嵩
鰯
＝
ぴ
q
ω
凶
づ
ω
欝
甚
出
Φ
嵩
篤

　
閃
9
9
ぴ
q
Φ
ω
o
謀
。
げ
島
。
冨
》
ω
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advocates　of　the　Kenmitsu－laisei　emphasized　their　central　doctrine，　Kubon－raigo．

　　This　conclusion　also　helps　explain　the　difference　in　appearance　between　Kubon

－raigo－zu　in　Japan　and　those　in　China．　ln　China，　with　a　few　exceptions，　such

intimate　ties　between　Buddhist　schools　and　the　authority　of　the　emperor　did　not

exist．　This　fact　can　be　substantiated　by　the　idea　of　Souni－Fuhaibun　（sengni　bu　bai

jun：僧尼不感君），which　pr6poses　that　no　laws　for　the　laity　be　applied　to　monks

and　nuns，　as　they　had　already　abandoned　worldly　life．　Granted　this　was　the　case，

there　was　no　need　for　them　to　bow　to　the　ernperor．　lt　was　thus　natural　that　Kubon

－raigo－2u　had　not　attained　great　popularity　in　China．

The　ldeals　and　Difficulties　of　“Wirklichkeitswissenschaft”

　　　　　　　　　　　About　the　Sociological　Theory　of　Hans　Freyer

　　　Michiko　MIYATAKE

Graduate　Student　of　Sociology

　Graduate　School　of　Letters

　　　　　Kyoto　University

　　In　this　paper，　1　examine　the　works　of　Hans　Freyer，　a　sociologist　who　was　famous

for　his　“sympathetic”　attitude　towards　the　Nazi　Regime．　His　works　were　rather

“louche”　（equivocal），　in　the　sense　Pierre　Bourdieu　used　when　he　called　Heidegger

a　“louche”　philosopher．

　　Freyer　was　very　popular　during　the　Weimar　Republic　period，　especially　among

the　younger　generation．　He　was　a　typical　intelligentsia　of　his　time．　Born　in　1887，

he　was　deeply　influenced　by　the　German　Youth　Movement，　and　so　he　volunteered

in　1914　to　fight　on　the　western　front　for　4　years．　Attaching　some　irnportance　to　real

human　life，　he　criticized　traditional　sociology　as　abstract　and　impractical．　He

advocated　the　“Wirklichkeitswissenschaft”　（real　science），　the　study　of　the　con－

temporary　social　crisis　in　his　sociological　main　works，　Soxiologie　als　Wirhlichfeeits－

wissenschaft　and　Einleitung　in　die　So2iologie．　ln　the　last　part　of　Einleitung，　he

questioned　what　kind　of　will　could　change　the　existing　social　order．　To　answer　this

question，　he　is　said　to　have　written　the　famous　Revolution　von　Rechts　in　1931．

　　In　Revolution，　Freyer　proclaimed　that　a　new　kind　of　revolution　was　just　about　to

begin，　and　that　it　would　solve　the　old　fashioned　class－conflict　prob｝em　which
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prevailed　in　the　bourgeois－minded　19th　century．　Because　the　revolution　of　the　left

or　of　the　proletariat　proved　to　fail，　generating　some　functional　disorders，　the

possibility　of　true　revolution　could　only　be　realized　by　the　“righY’．　He　used　the

concept　of　“right”　not　so　much　in　the　sense　of　“political　right”，　but　refering　to

everybody　who　had　a　strong　will　to　change　the　society．　He　called　such　a　subject　of

revolution　“Volk”，　which　he　defined　not　as　any　group　or　attribute，　but　simply　as

the　will　to　participate　to　this　movement．　One　of　the　most　attractive　parts　of　this

work　might　have　resided　in　this　liberal　ideal．

　　Although　Revolution　does　not　contain　any　words　such　as　“Nationalsozialismus”

or　“Hitler”，　Freyer　was　always　considered　to　be　a　Nazi　ideologue．　After　Hit｝er’s

seizure　of　power　his　enthusiasm　sooR　cooled　down，　and　he　wrote　very　few　political

articles　after　that．　However，　following　the　Second　World　War，　when　he　again

became　a　member　of　the　German　Sociological　Society，　he　continued　to　be　critic－

ized　for　his　former　political　attitude．

　　Of　course，　1　think　that　it　is　necessary　for　social　sciences　to　take　a　“Wertfreiheit”

（to　free　oneself　from　any　judgement　of　value）．　Kowever，　one　must　bear　in　mind

that　sociology　sometimes　remains　equivocal　in　its　nature，　as　in　the　early　stages　of

its　development　when　it　began　to　invent　scientific　methods　to　study　social　reality．
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